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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　映像及び音を出力する映像音出力装置であって、
　音を出力する内部スピーカと、
　複数の音出力形態のうち少なくとも一つを示す情報を保持する保持手段と、
　音出力形態を特定する形態特定指示を受け付ける受付手段と、
　前記受付手段が受け付ける前記形態特定指示に基づいて、（ａ）前記内部スピーカから
音を出力させる第１の音出力形態を示す情報と、（ｂ）前記映像音出力装置外部のスピー
カである外部スピーカから音を出力させる第２の音出力形態を示す情報とのうち少なくと
も一つを、前記保持手段に保持させる管理手段と、
　前記保持手段に保持されている音出力形態を示す情報を、前記外部スピーカを制御する
外部スピーカ制御装置に出力する出力手段と、
　（ａ）前記第１の音出力形態を示す情報が前記保持手段に保持されている場合、前記内
部スピーカから音を出力させ、（ｂ）前記第２の音出力形態を示す情報が前記保持手段に
保持されている場合、前記内部スピーカから音を出力させない制御手段とを備え、
　前記制御手段は、（ａ）前記第１の音出力形態を示す情報が前記保持手段に保持されて
いる場合、前記受付手段が出力音の量を変更するための音量変更指示を前記映像音出力装
置外部から受け付けたとき、前記音量変更指示に基づいて、前記内部スピーカから出力さ
れる音の量を制御し、
　前記出力手段は、（ｂ）前記第２の音出力形態を示す情報が前記保持手段に保持されて
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いる場合、前記受付手段が前記音量変更指示を前記映像音出力装置外部から受け付けたと
き、前記音量変更指示に基づいて、前記外部スピーカから出力される音の量を制御するた
めの音量制御情報を前記外部スピーカ制御装置に出力し、
　前記音量制御情報は、前記外部スピーカから出力される音の量の増加または減少を指示
するための情報である
　映像音出力装置。
【請求項２】
　前記出力手段は前記外部スピーカ制御装置に情報を出力し、（ａ）前記第１の音出力形
態を示す情報を受信した場合、前記外部スピーカから音を出力させず、（ｂ）前記第２の
音出力形態を示す情報を受信した場合、前記外部スピーカから音を出力させる
　請求項１に記載の映像音出力装置。
【請求項３】
　前記出力手段は、前記保持手段に保持されている音出力形態を示す情報が変化した際、
変化後の音出力形態を示す情報を前記外部スピーカ制御装置に出力する
　請求項１に記載の映像音出力装置。
【請求項４】
　前記出力手段は、（ａ）前記第１の音出力形態を示す情報が前記保持手段に保持されて
いる場合、前記外部スピーカ制御装置の電源をオフさせるための電源制御情報を前記外部
スピーカ制御装置に出力し、（ｂ）前記第２の音出力形態を示す情報が前記保持手段に保
持されている場合、前記外部スピーカ制御装置の電源をオンさせるための電源制御情報を
前記外部スピーカ制御装置に出力する
　請求項１に記載の映像音出力装置。
【請求項５】
　前記受付手段は、前記外部スピーカ制御装置を制御するリモートコントローラから前記
形態特定指示を受け付ける
　請求項１に記載の映像音出力装置。
【請求項６】
　映像及び音を出力する映像音出力装置であって、
　複数の音出力形態のうち少なくとも一つを示す情報を保持する保持手段と、
　音出力形態を特定する形態特定指示を受け付ける受付手段と、
　前記音の出力形態を特定する形態特定指示に基づいて、（ａ）前記映像音出力装置外部
の第１外部スピーカから音を出力させる第１の音出力形態を示す情報と、（ｂ）前記映像
音出力装置外部の第２外部スピーカから音を出力させる第２の音出力形態を示す情報との
うち少なくとも一つを、前記保持手段に保持させる管理手段と、
　前記保持手段に保持されている音出力形態を示す情報を、前記第１外部スピーカを有す
る他の映像音出力装置と、前記第２外部スピーカを制御する外部スピーカ制御装置とに出
力する出力手段とを備え、
　前記出力手段は、前記第２の音出力形態を示す情報が前記保持手段に保持されている場
合、前記受付手段が出力音の量を変更するための音量変更指示を前記映像音出力装置外部
から受け付けたとき、前記音量変更指示に基づいて、前記第２外部スピーカから出力され
る音の量を制御するための音量制御情報を前記外部スピーカ制御装置に出力し、
　前記音量制御情報は、前記第２外部スピーカから出力される音の量の増加または減少を
指示するための情報である
　映像音出力装置。
【請求項７】
　前記他の映像音出力装置は、（ａ）前記第１の音出力形態を示す情報を受信した場合、
前記第１外部スピーカから音を出力させ、（ｂ）前記第２の音出力形態を示す情報を受信
した場合、前記第１外部スピーカから音を出力させない
　請求項６に記載の映像音出力装置。
【請求項８】
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　前記外部スピーカ制御装置は、（ａ）前記第１の音出力形態を示す情報を受信した場合
、前記第２外部スピーカから音を出力させず、（ｂ）前記第２の音出力形態を示す情報を
受信した場合、前記第２外部スピーカから音を出力させる
　請求項６に記載の映像音出力装置。
【請求項９】
　前記出力手段は、前記保持手段に保持されている音出力形態を示す情報が変化した際、
変化後の音出力形態を示す情報を、前記他の映像音出力装置と前記外部スピーカ制御装置
とに出力する
　請求項６に記載の映像音出力装置。
【請求項１０】
　映像音出力装置外部から音出力形態を特定する形態特定指示を受け付ける受付ステップ
と、
　前記受付ステップにおいて受け付ける前記形態特定指示に基づいて、（ａ）前記映像音
出力装置の内部スピーカから音を出力させる第１の音出力形態を示す情報と、（ｂ）前記
映像音出力装置外部のスピーカである外部スピーカから音を出力させる第２の音出力形態
を示す情報との何れか一つを保持手段に保持させる管理ステップと、
　前記保持手段に保持されている音出力形態を示す情報を、前記外部スピーカを制御する
外部スピーカ制御装置に出力する出力ステップと、
　（ａ）前記第１の音出力形態を示す情報が前記保持手段に保持されている場合、前記内
部スピーカから音を出力させ、（ｂ）前記第２の音出力形態を示す情報が前記保持手段に
保持されている場合、前記内部スピーカから音を出力させない制御ステップとを含み、
　前記制御ステップでは、（ａ）前記第１の音出力形態を示す情報が前記保持手段に保持
されている場合、出力音の量を変更するための音量変更指示を前記映像音出力装置外部か
ら受け付けたとき、前記音量変更指示に基づいて、前記内部スピーカから出力される音の
量を制御し、
　前記出力ステップでは、（ｂ）前記第２の音出力形態を示す情報が前記保持手段に保持
されている場合、前記音量変更指示を前記映像音出力装置外部から受け付けたとき、前記
音量変更指示に基づいて、前記外部スピーカから出力される音の量を制御するための音量
制御情報を前記外部スピーカ制御装置に出力し、
　前記音量制御情報は、前記外部スピーカから出力される音の量の増加または減少を指示
するための情報である
　音出力形態通知方法。
【請求項１１】
　映像音出力装置外部から音出力形態を特定する形態特定指示を受け付ける受付ステップ
と、
　前記受付ステップにおいて受け付ける前記形態特定指示に基づいて、（ａ）前記映像音
出力装置外部の第１外部スピーカから音を出力させる第１の音出力形態を示す情報と、（
ｂ）前記映像音出力装置外部の第２外部スピーカから音を出力させる第２の音出力形態を
示す情報との何れか一つを保持手段に保持させる管理ステップと、
　前記保持手段に保持されている音出力形態を示す情報を、前記第１外部スピーカを有す
る他の映像音出力装置と、前記第２外部スピーカを制御する外部スピーカ制御装置とに出
力する出力ステップとを含み、
　前記出力ステップでは、前記第２の音出力形態を示す情報が前記保持手段に保持されて
いる場合、出力音の量を変更するための音量変更指示を前記映像音出力装置外部から受け
付けたとき、前記音量変更指示に基づいて、前記第２外部スピーカから出力される音の量
を制御するための音量制御情報を前記外部スピーカ制御装置に出力し、
　前記音量制御情報は、前記第２外部スピーカから出力される音の量の増加または減少を
指示するための情報である
　音出力形態通知方法。
【請求項１２】
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　映像音出力装置外部から音出力形態を特定する形態特定指示を受け付ける受付手段と、
　前記受付手段が受け付ける前記形態特定指示に基づいて、（ａ）前記映像音出力装置の
内部スピーカから音を出力させる第１の音出力形態を示す情報と、（ｂ）前記映像音出力
装置外部のスピーカである外部スピーカから音を出力させる第２の音出力形態を示す情報
との何れか一つを保持手段に保持させる管理手段と、
　前記保持手段に保持されている音出力形態を示す情報を、前記外部スピーカを制御する
外部スピーカ制御装置に出力する出力手段と、
　（ａ）前記第１の音出力形態を示す情報が前記保持手段に保持されている場合、前記内
部スピーカから音を出力させ、（ｂ）前記第２の音出力形態を示す情報が前記保持手段に
保持されている場合、前記内部スピーカから音を出力させない制御手段とを備え、
　前記制御手段は、（ａ）前記第１の音出力形態を示す情報が前記保持手段に保持されて
いる場合、前記受付手段が出力音の量を変更するための音量変更指示を前記映像音出力装
置外部から受け付けたとき、前記音量変更指示に基づいて、前記内部スピーカから出力さ
れる音の量を制御し、
　前記出力手段は、（ｂ）前記第２の音出力形態を示す情報が前記保持手段に保持されて
いる場合、前記受付手段が前記音量変更指示を前記映像音出力装置外部から受け付けたと
き、前記音量変更指示に基づいて、前記外部スピーカから出力される音の量を制御するた
めの音量制御情報を前記外部スピーカ制御装置に出力し、
　前記音量制御情報は、前記外部スピーカから出力される音の量の増加または減少を指示
するための情報である
　集積回路。
【請求項１３】
　映像音出力装置外部から音出力形態を特定する形態特定指示を受け付ける受付手段と、
　前記受付手段が受け付ける前記形態特定指示に基づいて、（ａ）前記映像音出力装置外
部の第１外部スピーカから音を出力させる第１の音出力形態を示す情報と、（ｂ）前記映
像音出力装置外部の第２外部スピーカから音を出力させる第２の音出力形態を示す情報と
の何れか一つを保持手段に保持させる管理手段と、
　前記保持手段に保持されている音出力形態を示す情報を、前記第１外部スピーカを有す
る他の映像音出力装置と、前記第２外部スピーカを制御する外部スピーカ制御装置とに出
力する出力手段とを備え、
　前記出力手段は、前記第２の音出力形態を示す情報が前記保持手段に保持されている場
合、前記受付手段が出力音の量を変更するための音量変更指示を前記映像音出力装置外部
から受け付けたとき、前記音量変更指示に基づいて、前記第２外部スピーカから出力され
る音の量を制御するための音量制御情報を前記外部スピーカ制御装置に出力し、
　前記音量制御情報は、前記第２外部スピーカから出力される音の量の増加または減少を
指示するための情報である
　集積回路。
【請求項１４】
　映像音出力装置外部から音出力形態を特定する形態特定指示を受け付ける受付ステップ
と、
　前記受付ステップにおいて受け付ける前記形態特定指示に基づいて、（ａ）前記映像音
出力装置の内部スピーカから音を出力させる第１の音出力形態を示す情報と、（ｂ）前記
映像音出力装置外部の外部スピーカから音を出力させる第２の音出力形態を示す情報との
何れか一つを保持手段に保持させる管理ステップと、
　前記保持手段に保持されている音出力形態を示す情報を、前記外部スピーカを制御する
外部スピーカ制御装置に出力する出力ステップと、
　（ａ）前記第１の音出力形態を示す情報が前記保持手段に保持されている場合、前記内
部スピーカから音を出力させ、（ｂ）前記第２の音出力形態を示す情報が前記保持手段に
保持されている場合、前記内部スピーカから音を出力させない制御ステップとをコンピュ
ータに実行させ、
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　前記制御ステップでは、（ａ）前記第１の音出力形態を示す情報が前記保持手段に保持
されている場合、出力音の量を変更するための音量変更指示を前記映像音出力装置外部か
ら受け付けたとき、前記音量変更指示に基づいて、前記内部スピーカから出力される音の
量を制御し、
　前記出力ステップでは、（ｂ）前記第２の音出力形態を示す情報が前記保持手段に保持
されている場合、前記音量変更指示を前記映像音出力装置外部から受け付けたとき、前記
音量変更指示に基づいて、前記外部スピーカから出力される音の量を制御するための音量
制御情報を前記外部スピーカ制御装置に出力し、
　前記音量制御情報は、前記外部スピーカから出力される音の量の増加または減少を指示
するための情報である
　プログラム。
【請求項１５】
　映像音出力装置外部から音出力形態を特定する形態特定指示を受け付ける受付ステップ
と、
　前記受付ステップにおいて受け付ける前記形態特定指示に基づいて、（ａ）前記映像音
出力装置外部の第１外部スピーカから音を出力させる第１の音出力形態を示す情報と、（
ｂ）前記映像音出力装置外部の第２外部スピーカから音を出力させる第２の音出力形態を
示す情報とのうち少なくも一つを保持手段に保持させる管理ステップと、
　前記保持手段に保持されている音出力形態を示す情報を、前記第１外部スピーカを有す
る他の映像音出力装置と、前記第２外部スピーカを制御する外部スピーカ制御装置とに出
力する出力ステップとをコンピュータに実行させ、
　前記出力ステップでは、前記第２の音出力形態を示す情報が前記保持手段に保持されて
いる場合、出力音の量を変更するための音量変更指示を前記映像音出力装置外部から受け
付けたとき、前記音量変更指示に基づいて、前記第２外部スピーカから出力される音の量
を制御するための音量制御情報を前記外部スピーカ制御装置に出力し、
　前記音量制御情報は、前記第２外部スピーカから出力される音の量の増加または減少を
指示するための情報である
　プログラム。
【請求項１６】
　映像及び音を出力する映像音出力装置と、前記映像音出力装置外部のスピーカである外
部スピーカを制御する外部スピーカ制御装置とが含まれる映像音出力システムであって、
　前記映像音出力装置は、
　音を出力する内部スピーカと、
　複数の音出力形態のうち少なくとも一つを示す情報を保持する保持手段と、
　音出力形態を特定する形態特定指示を受け付ける受付手段と、
　前記受付手段が受け付ける前記形態特定指示に基づいて、（ａ）前記内部スピーカから
音を出力させる第１の音出力形態を示す情報と、（ｂ）前記映像音出力装置外部の外部ス
ピーカから音を出力させる第２の音出力形態を示す情報との何れか一つを、前記保持手段
に保持させる管理手段と、
　前記保持手段に保持されている音出力形態を示す情報を、前記外部スピーカを制御する
外部スピーカ制御装置に出力する出力手段と、
　（ａ）前記第１の音出力形態を示す情報が前記保持手段に保持されている場合、前記内
部スピーカから音を出力させ、（ｂ）前記第２の音出力形態を示す情報が前記保持手段に
保持されている場合、前記内部スピーカから音を出力させない制御手段とを備え、
　前記制御手段は、（ａ）前記第１の音出力形態を示す情報が前記保持手段に保持されて
いる場合、前記受付手段が出力音の量を変更するための音量変更指示を前記映像音出力装
置外部から受け付けたとき、前記音量変更指示に基づいて、前記内部スピーカから出力さ
れる音の量を制御し、
　前記出力手段は、（ｂ）前記第２の音出力形態を示す情報が前記保持手段に保持されて
いる場合、前記受付手段が前記音量変更指示を前記映像音出力装置外部から受け付けたと
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き、前記音量変更指示に基づいて、前記外部スピーカから出力される音の量を制御するた
めの音量制御情報を前記外部スピーカ制御装置に出力し、
　前記外部スピーカ制御装置は、
　音の出力形態を示す情報を前記映像音出力装置から受信する受信手段と、
　（ａ）前記第１の音出力形態を示す情報を前記受信手段が受信した場合、前記外部スピ
ーカから音を出力させず、（ｂ）前記第２の音出力形態を示す情報を前記受信手段が受信
した場合、前記外部スピーカから音を出力させる音制御手段とを備え、
　前記音制御手段は、前記受信手段が前記第２の音出力形態を示す情報を受信した場合で
あって、前記外部スピーカから出力される音の量を制御するための音量制御情報を前記映
像音出力装置から受信したとき、前記音量制御情報に基づいて、前記外部スピーカから出
力される音の量を制御し、
　前記音量制御情報は、前記外部スピーカから出力される音の量の増加または減少を指示
するための情報である
　映像音出力システム。
【請求項１７】
　前記映像音出力装置は、さらに、映像を画面に表示する表示部を備え、
　前記表示部は、前記第２の音出力形態を示す情報が前記保持手段に保持されている場合
、前記受付手段が前記音量変更指示を前記映像音出力装置外部から受け付けたとき、前記
音量変更指示に基づいて、前記外部スピーカから出力される音の量の増加または減少を示
すオブジェクトを画面に表示する
　請求項１に記載の映像音出力装置。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、映像及び音を出力する映像音出力装置と、映像音出力装置外部のスピーカを
制御する外部スピーカ制御装置とに関する。
【背景技術】
【０００２】
　テレビに内蔵されているスピーカ（内部スピーカ）から、テレビに接続されているアン
プに接続されている外部スピーカに、音の出力先を切り換えたい場合がある。その場合、
ユーザは、テレビの内部スピーカからの出力音をミュートする操作と、アンプの音入力を
テレビからの音出力に設定する操作とを行なう必要がある。
【０００３】
　同様に、アンプに接続されているプレーヤ又はレコーダに記録されているコンテンツを
再生する場合、そのコンテンツの音を外部スピーカから出力したい場合がある。その場合
、ユーザは、テレビの内部スピーカからの出力音をミュートする操作と、アンプの音入力
をプレーヤ又はレコーダからの音出力に設定する操作とを行なう必要がある。
【０００４】
　その操作を行なう場合、ユーザは、アンプの音入力を、テレビからの音出力に設定する
のか、プレーヤ又はレコーダからの音出力に設定するのかを自ら判断して、テレビに対す
るリモコン操作と、アンプに対するリモコン操作とを行なう必要がある。その操作は、ユ
ーザにとって煩雑である。
【０００５】
　特許文献１には、アンプの電源スイッチとテレビの音の出力形態とを連動させる技術が
開示されている。すなわち、アンプの電源がＯＮされると、テレビの音出力がアンプを介
して外部スピーカへ入力され、アンプの電源がＯＦＦされると、テレビの音出力がテレビ
に内蔵されている内部スピーカへ入力される技術が開示されている。これにより、ユーザ
は、アンプのリモコンの電源ボタンを操作するだけで、音の出力先を内部スピーカと外部
スピーカとの間で切り換えることができる。
【特許文献１】特開平５－１５３５２０号公報
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【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　このように、特許文献１に開示されている技術によると、アンプのリモコンを操作する
ことによって、音の出力先を内部スピーカと外部スピーカとの間で切り換えることができ
る。しかしながら、ユーザは、テレビの内部スピーカから出力される音の量を調節するに
は、テレビのリモコンの音量調節ボタンを操作する必要があり、外部スピーカから出力さ
れる音の量を調節するには、アンプのリモコンの音量調節ボタンを操作する必要がある。
すなわち、特許文献１に開示されている技術によると、アンプのリモコンを操作すること
によって、音の出力先を内部スピーカと外部スピーカとの間で切り換えることはできるが
、内部スピーカからの出力音の量を調節しようとする場合は、テレビのリモコンが必要で
ある。ユーザは、最もよく使用するテレビのリモコンを操作するだけで、音の出力先を内
部スピーカと外部スピーカとの間で切り換えたいと考える。つまり、ユーザは、テレビの
リモコンを操作するだけで、音の出力形態を切り換えたいと考える。
【０００７】
　本発明は、ユーザから音の出力形態を指示される映像音出力装置と、その指示に基づい
て外部スピーカからの音の出力を制御する外部スピーカ制御装置とを提供することを目的
とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記課題を解決し上記目的を達成するために、本発明の映像音出力装置は、映像及び音
を出力する映像音出力装置であって、音を出力する内部スピーカと、情報を保持する保持
手段と、前記映像音出力装置外部から指示を受け付ける受付手段と、前記受付手段が受け
付ける音の出力形態を特定する形態特定指示に基づいて、（ａ）前記内部スピーカから音
を出力させる第１の音出力形態を示す情報と、（ｂ）前記映像音出力装置外部のスピーカ
である外部スピーカから音を出力させる第２の音出力形態を示す情報との何れか一つを、
前記保持手段に保持させる管理手段と、前記保持手段に保持されている音出力形態を示す
情報を、前記外部スピーカを動作させる／させないの制御をする外部スピーカ制御装置に
出力する出力手段と、（ａ）前記第１の音出力形態を示す情報が前記保持手段に保持され
ている場合、前記内部スピーカから音を出力させ、（ｂ）前記第２の音出力形態を示す情
報が前記保持手段に保持されている場合、前記内部スピーカから音を出力させない制御手
段とを備え、前記制御手段は、（ａ）前記第１の音出力形態を示す情報が前記保持手段に
保持されている場合、前記受付手段が出力音の量を変更するための音量変更指示を前記映
像音出力装置外部から受け付けたとき、前記音量変更指示に基づいて、前記内部スピーカ
から出力される音の量を制御し、前記出力手段は、（ｂ）前記第２の音出力形態を示す情
報が前記保持手段に保持されている場合、前記受付手段が前記音量変更指示を前記映像音
出力装置外部から受け付けたとき、前記音量変更指示に基づいて、前記外部スピーカから
出力される音の量を制御するための音量制御情報を前記外部スピーカ制御装置に出力し、
前記音量制御情報は、前記外部スピーカから出力される音の量の増加または減少を指示す
るための情報である。これにより、ユーザは、音の出力形態を特定する指示を映像音出力
装置に対して行なうだけで、音の出力形態を制御することができる。さらに、ユーザは、
音の出力形態を特定する指示を映像音出力装置に対して行なうだけで、前記内部スピーカ
から音を出力させるか否かを制御することができる。さらに、ユーザは、音の出力形態を
特定する指示を映像音出力装置に対して行なうだけで、前記内部スピーカから出力される
音の量を制御することができるとともに、前記外部スピーカから出力される音の量を制御
することができる。
【０００９】
　ここで、前記外部スピーカ制御装置は、（ａ）前記第１の音出力形態を示す情報を受信
した場合、前記外部スピーカから音を出力させず、（ｂ）前記第２の音出力形態を示す情
報を受信した場合、前記外部スピーカから音を出力させてもよい。これにより、ユーザは
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、音の出力形態を特定する指示を映像音出力装置に対して行なうだけで、前記外部スピー
カから音を出力させるか否かを制御することができる。
【００１０】
　また、前記出力手段は、前記保持手段に保持されている音出力形態を示す情報が変化し
た際、変化後の音出力形態を示す情報を前記外部スピーカ制御装置に出力してもよい。こ
れにより、前記音出力形態を示す情報が例えばモード情報である場合、変化後のモード情
報を前記外部スピーカ制御装置に出力するだけで、音の出力形態を制御することができる
。
【００１３】
　また、前記出力手段は、（ａ）前記第１の音出力形態を示す情報が前記保持手段に保持
されている場合、前記外部スピーカ制御装置の電源をオフさせるための電源制御情報を前
記外部スピーカ制御装置に出力し、（ｂ）前記第２の音出力形態を示す情報が前記保持手
段に保持されている場合、前記外部スピーカ制御装置の電源をオンさせるための電源制御
情報を前記外部スピーカ制御装置に出力してもよい。これにより、前記外部スピーカ制御
装置を使用する必要がなくなったとき、前記外部スピーカ制御装置の電源をオフにするこ
とができるとともに、前記外部スピーカ制御装置を使用する必要が生じたとき、前記外部
スピーカ制御装置の電源をオンにすることができる。
【００１４】
　また、前記受付手段は、前記外部スピーカ制御装置本体を制御するリモートコントロー
ラから前記形態特定指示を受け付けてもよい。これにより、ユーザは、前記外部スピーカ
制御装置の本体を制御するリモートコントローラを使用している場合でも、そのリモート
コントローラを操作することによって簡便に音の出力形態を制御することができる。
【００１５】
　また、本発明の外部スピーカ制御装置は、映像音出力装置外部のスピーカである外部ス
ピーカを制御する外部スピーカ制御装置であって、音の出力形態を示す情報を前記映像音
出力装置から受信する受信手段と、（ａ）前記映像音出力装置内部のスピーカから音を出
力させる第１の音出力形態を示す情報を前記受信手段が受信した場合、前記外部スピーカ
から音を出力させず、（ｂ）前記外部スピーカから音を出力させる第２の音出力形態を示
す情報を前記受信手段が受信した場合、前記外部スピーカから音を出力させる音制御手段
とを備える。これにより、ユーザは、音の出力形態を特定する指示を映像音出力装置に対
して行なうだけで、音の出力形態を制御することができる。
【００１６】
　ここで、前記音制御手段は、前記受信手段が前記第２の音出力形態を示す情報を受信し
た場合であって、前記外部スピーカから出力される音の量を制御するための音量制御情報
を前記映像音出力装置から受信したとき、前記音量制御情報に基づいて、前記外部スピー
カから出力される音の量を制御してもよい。これにより、ユーザは、音の出力形態を特定
する指示を映像音出力装置に対して行なうだけで、前記外部スピーカから出力される音の
量を制御することができる。
【００１７】
　また、前記外部スピーカ制御装置は、更に、（ａ）前記第１の音出力形態を示す情報を
前記受信手段が受信した場合、前記外部スピーカ制御装置の電源をオフし、（ｂ）前記第
２の音出力形態を示す情報を前記受信手段が受信した場合、前記外部スピーカ制御装置の
電源をオンする電源制御手段を備えてもよい。これにより、前記外部スピーカ制御装置を
使用する必要がなくなったとき、前記外部スピーカ制御装置の電源をオフにすることがで
きるとともに、前記外部スピーカ制御装置を使用する必要が生じたとき、前記外部スピー
カ制御装置の電源をオンにすることができる。
【００１８】
　また、更に、前記受信手段が受信した音出力形態を示す情報に基づいて、前記映像音出
力装置及び前記外部スピーカ以外の、前記外部スピーカ制御装置外部の所定の装置の動作
を制御する外部装置制御手段を備えてもよい。これにより、前記映像音出力制御装置の買
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い替えや、前記映像音出力制御装置のソフトウェアの更新を行なうことなく、音出力形態
を示す情報に基づいて前記所定の装置の動作を制御することができる。
【００１９】
　また、前記外部装置制御手段は、（ａ）前記第１の音出力形態を示す情報を受信した場
合、前記所定の装置である照明装置をライトアップさせ、（ｂ）前記第２の音出力形態を
示す情報を受信した場合、前記所定の装置である照明装置をライトダウンさせてもよい。
これにより、前記映像音出力制御装置の買い替えや、前記映像音出力制御装置のソフトウ
ェアの更新を行なうことなく、音出力形態を示す情報に基づいて前記照明装置の動作を制
御することができる。
【００２０】
　また、前記外部スピーカ制御装置は、更に、音の出力形態を特定する形態特定指示を前
記映像音出力装置に出力する出力手段を備えてもよい。これにより、ユーザは、前記外部
スピーカ制御装置を使用している場合でも、その外部スピーカ制御装置を操作することに
よって簡便に音の出力形態を制御することができる。
【００２１】
　また、前記出力手段は、前記外部スピーカ制御装置本体を制御するリモートコントロー
ラ上の所定のボタンが押下されたとき、前記形態特定指示を前記映像音出力装置に出力し
てもよい。これにより、ユーザは、前記外部スピーカ制御装置の本体を制御するリモート
コントローラを使用している場合でも、そのリモートコントローラを操作することによっ
て簡便に音の出力形態を制御することができる。
【００２２】
　また、本発明の音信号出力装置は、複数のチャンネル形態の音信号を出力する音信号出
力装置であって、音の出力形態を示す情報を映像音出力装置から受信する受信手段と、（
ａ）前記映像音出力装置内部のスピーカから音を出力させる第１の音出力形態を示す情報
を前記受信手段が受信した場合、所定のチャンネル数である第１のチャンネル数の音信号
を出力し、（ｂ）前記外部スピーカから音を出力させる第２の音出力形態を示す情報を前
記受信手段が受信した場合、前記第１のチャンネル数よりも大きな値のチャンネル数であ
る第２のチャンネル数の音信号を出力する出力手段とを備えてもよい。これにより、ユー
ザは、音の出力形態を特定する指示を映像音出力装置に対して行なうだけで、音の出力形
態を制御することができる。
【００２３】
　また、本発明の映像音出力装置は、映像及び音を出力する映像音出力装置であって、情
報を保持する保持手段と、前記映像音出力装置外部から指示を受け付ける受付手段と、前
記受付手段が受け付ける音の出力形態を特定する形態特定指示に基づいて、（ａ）前記映
像音出力装置外部の第１スピーカである第１外部スピーカから音を出力させる第１の音出
力形態を示す情報と、（ｂ）前記映像音出力装置外部の第２スピーカである第２外部スピ
ーカから音を出力させる第２の音出力形態を示す情報との何れか一つを、前記保持手段に
保持させる管理手段と、前記保持手段に保持されている音出力形態を示す情報を、前記第
１外部スピーカを有する他の映像音出力装置と、前記第２外部スピーカを制御する外部ス
ピーカ制御装置とに出力する出力手段とを備え、前記出力手段は、前記第２の音出力形態
を示す情報が前記保持手段に保持されている場合、前記受付手段が出力音の量を変更する
ための音量変更指示を前記映像音出力装置外部から受け付けたとき、前記音量変更指示に
基づいて、前記第２外部スピーカから出力される音の量を制御するための音量制御情報を
前記外部スピーカ制御装置に出力し、前記音量制御情報は、前記第２外部スピーカから出
力される音の量の増加または減少を指示するための情報である。これにより、ユーザは、
音の出力形態を特定する指示を映像音出力装置に対して行なうだけで、音の出力形態を制
御することができる。さらに、ユーザは、音の出力形態を特定する指示を映像音出力装置
に対して行なうだけで、前記第２外部スピーカから出力される音の量を制御することがで
きる。
【００２４】
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　ここで、前記他の映像音出力装置は、（ａ）前記第１の音出力形態を示す情報を受信し
た場合、前記第１外部スピーカから音を出力させ、（ｂ）前記第２の音出力形態を示す情
報を受信した場合、前記第１外部スピーカから音を出力させないようにしてもよい。これ
により、ユーザは、音の出力形態を特定する指示を映像音出力装置に対して行なうだけで
、前記第１外部スピーカから音を出力させるか否かを制御することができる。
【００２５】
　また、前記外部スピーカ制御装置は、（ａ）前記第１の音出力形態を示す情報を受信し
た場合、前記第２外部スピーカから音を出力させず、（ｂ）前記第２の音出力形態を示す
情報を受信した場合、前記第２外部スピーカから音を出力させるようにしてもよい。これ
により、ユーザは、音の出力形態を特定する指示を映像音出力装置に対して行なうだけで
、前記第２外部スピーカから音を出力させるか否かを制御することができる。
【００２６】
　また、前記出力手段は、前記保持手段に保持されている音出力形態を示す情報が変化し
た際、変化後の音出力形態を示す情報を、前記他の映像音出力装置と前記外部スピーカ制
御装置とに出力してもよい。これにより、前記音出力形態を示す情報が例えばモード情報
である場合、変化後のモード情報を前記他の映像音出力装置と前記外部スピーカ制御装置
とに出力するだけで、音の出力形態を制御することができる。
【００２７】
　本発明は、本発明の映像音出力装置の特徴的な構成手段をステップとする方法として実
現したり、それらのステップをコンピュータに実行させるプログラムとして実現したり、
上記特徴的な構成手段を含む集積回路として実現することもできる。また、本発明は、本
発明の外部スピーカ制御装置の特徴的な構成手段をステップとする方法として実現したり
、それらのステップをコンピュータに実行させるプログラムとして実現したり、上記特徴
的な構成手段を含む集積回路として実現することもできる。また、本発明は、本発明の音
信号出力装置の特徴的な構成手段をステップとする方法として実現したり、それらのステ
ップをコンピュータに実行させるプログラムとして実現したり、上記特徴的な構成手段を
含む集積回路として実現することもできる。上記のプログラムは、ＣＤ－ＲＯＭ等の記録
媒体や通信ネットワーク等の伝送媒体を介して流通させることもできる。
【発明の効果】
【００２８】
　本発明は、ユーザから音の出力形態を指示される映像音出力装置と、その指示に基づい
て外部スピーカからの音の出力を制御する外部スピーカ制御装置とを提供することができ
る。
【００２９】
　すなわち、本発明により、映像音出力装置（例えば「テレビ」）のリモコンのみで、音
の出力を映像音出力装置内部のスピーカと映像音出力装置外部のスピーカとの間で切り換
えることができる。また、本発明により、映像音出力装置の内部のスピーカの音量も、映
像音出力装置外部のスピーカの音量も、全く同じ操作で調節可能となる。また、本発明に
より、第１の音出力形態（例えば「テレビモード」）であっても、第２の音出力形態（例
えば「シアターモード」）であっても、適切に音を出力可能となる。また、将来、アンプ
等の外部スピーカ制御装置の機能が拡張されても、ユーザは、映像音出力装置（例えば「
テレビ」）の機能を変更することなく、拡張された機能を利用することができる。
【００３０】
　このように、本発明により、ユーザにとって、リモコンの持ち替え等の煩雑な操作が不
要となるだけでなく、詳細な機器知識が無くても適切な視聴環境が自動的に提供されるよ
うになる。このように、本発明を適用したシステムは、簡単な操作で音出力形態（モード
）の切り換えを実現し、煩雑な入力切換操作を不要にする。これにより、操作性が大きく
向上し、ユーザにとって非常に有用である。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３１】



(11) JP 5179186 B2 2013.4.10

10

20

30

40

50

　以下に、本発明の実施の形態について、図面を参照しながら説明する。
【００３２】
　（実施の形態１）
　図１は、実施の形態１におけるシステムの外観図であり、図２は、実施の形態１におけ
るシステムの構成を示す図である。これらの図に示されるように、実施の形態１のシステ
ムは、テレビ１と、アンプ２と、外部スピーカ３と、プレーヤ４とで構成されている。テ
レビ１は本発明の映像音出力装置の一例であり、アンプ２は本発明の外部スピーカ制御装
置の一例であり、プレーヤ４は本発明の音信号出力装置の一例である。
【００３３】
　アンプ２とプレーヤ４とは、High Definition Multimedia Interface（ＨＤＭＩ）ケー
ブルＡで接続されており、プレーヤ４により再生された映像信号及び音信号は、アンプ２
へ入力される。テレビ１とアンプ２ともＨＤＭＩケーブルＡで接続されており、アンプ２
から出力される映像信号及び音信号はテレビ１へ入力される。テレビ１とアンプ２とは、
光ケーブルＢでも接続されており、テレビ１から出力された音信号はアンプ２へ入力され
る。
【００３４】
　テレビ１、アンプ２、及びプレーヤ４は、ＨＤＭＩケーブルのConsumer Electronics C
ontrol（ＣＥＣ）を介して、相互にＣＥＣコマンドを通信することができる。
【００３５】
　図３は、テレビ１の構成を示すブロック図である。テレビ１は、メモリ１０１と、リモ
コン受信部１０２と、マイコン１０３と、ＨＤＭＩ／ＣＥＣ通信部１０４と、チューナ１
０５と、デコーダ１０６と、ディスプレイ１０７と、内部スピーカ１０８と、外部出力部
１０９とで構成されている。メモリ１０１には、モードフラグ１１０と、メニュー画面情
報１１１とが格納されている。
【００３６】
　リモコン受信部１０２がテレビ１のリモコン（後述する）からコマンドを受信すると、
マイコン１０３は、受信されたコマンドに応じた処理を行なう。例えば、マイコン１０３
は、チューナ１０５による選局の切換や、デコーダ１０６へのデータの入力及びデコーダ
１０６からのデータの出力の切換を行なう。デコーダ１０６は、マイコン１０３の指示に
応じて、チューナ１０５又はＨＤＭＩ／ＣＥＣ通信部１０４から入力された映像信号をデ
ィスプレイ１０７へ出力し、チューナ１０５又はＨＤＭＩ／ＣＥＣ通信部１０４から入力
された音信号を内部スピーカ１０８又は外部出力部１０９へ出力する。
【００３７】
　なお、メモリ１０１は本発明の映像音出力装置の保持手段の一例であり、リモコン受信
部１０２は本発明の映像音出力装置の受付手段の一例である。マイコン１０３は本発明の
映像音出力装置の管理手段及び制御手段の一例であり、ＨＤＭＩ／ＣＥＣ通信部１０４は
本発明の映像音出力装置の出力手段の一例である。
【００３８】
　図４は、アンプ２の構成を示すブロック図である。アンプ２は、ＨＤＭＩ／ＣＥＣ通信
部２０１と、マイコン２０２と、ＨＤＭＩ／ＣＥＣ通信部２０３と、セレクタ２０４と、
外部信号入力部２０５と、スピーカ出力部２０６とで構成されている。
【００３９】
　マイコン２０２は、ＨＤＭＩ／ＣＥＣ通信部２０１又はＨＤＭＩ／ＣＥＣ通信部２０３
により受信されたＣＥＣコマンドに応じた処理を行なう。例えば、マイコン２０２は、セ
レクタ２０４の入出力切換を行なう。セレクタ２０４は、ＨＤＭＩ／ＣＥＣ通信部２０３
に入力された映像信号及び音信号や、外部信号入力部２０５に入力された音信号を、マイ
コン２０２の指示に応じて、ＨＤＭＩ／ＣＥＣ通信部２０１又はスピーカ出力部２０６に
出力する。
【００４０】
　なお、ＨＤＭＩ／ＣＥＣ通信部２０１は本発明の外部スピーカ制御装置の受信手段の一
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例であり、マイコン２０２は本発明の外部スピーカ制御装置の音制御手段の一例である。
【００４１】
　図５は、プレーヤ４の構成を示すブロック図である。プレーヤ４は、ＨＤＭＩ／ＣＥＣ
通信部４０１と、マイコン４０２と、セレクタ４０３と、デコーダ４０４とで構成されて
いる。
【００４２】
　マイコン４０２は、ＨＤＭＩ／ＣＥＣ通信部４０１により受信されたＣＥＣコマンドに
応じた処理を行なう。例えば、マイコン４０２は、セレクタ４０３の入出力切換を行なう
。セレクタ４０３は、デコーダ４０４によってデコードされた複数のチャンネル形態（例
えば、モノラル２ｃｈや５．１ｃｈ等）のうちの何れか一つのチャンネル形態の音信号を
、マイコン４０２の指示に応じて、ＨＤＭＩ／ＣＥＣ通信部４０１に出力する。
【００４３】
　なお、ＨＤＭＩ／ＣＥＣ通信部４０１は本発明の音信号出力装置の受信手段及び出力手
段の一例であり、セレクタ４０３は本発明の音信号出力装置の選択手段の一例である。
【００４４】
　また、セレクタ４０３は、デコーダ４０４によってデコードされた複数のチャンネル形
態の中の何れか一つのチャンネル形態の音信号を切り換えて選択する。しかしながら、デ
コーダ４０４は、マイコン４０２によって指示されたチャンネル形態の音信号のみをデコ
ードしてもよい。すなわち、セレクタ４０３は、デコーダ４０４に対して、マイコン４０
２によって指示されたチャンネル形態の音信号はデコードするが、指示されていないチャ
ンネル形態の音信号はデコードしないよう通知してもよい。
【００４５】
　また、図５に示すプレーヤ４のＨＤＭＩ／ＣＥＣ通信部４０１は、図４に示すアンプ２
のＨＤＭＩ／ＣＥＣ通信部２０３とＨＤＭＩケーブルで接続されている。また、図２に示
す外部スピーカ３は、図４に示すアンプ２のスピーカ出力部２０６とスピーカケーブルで
接続されている。また、図４に示すアンプ２のＨＤＭＩ／ＣＥＣ通信部２０１は、図３に
示すテレビ１のＨＤＭＩ／ＣＥＣ通信部１０４とＨＤＭＩケーブルで接続されている。更
に、図４に示すアンプ２の外部信号入力部２０５は、図３に示すテレビ１の外部出力部１
０９と光ケーブルで接続されている。
【００４６】
　なお、図３から図５においては、理解を容易にするため、ＨＤＭＩケーブルでの接続部
分を矢印付きの線と矢印の無い線との２本の線であらわしている。矢印付きの線は映像信
号及び音信号を含む信号が流れる経路及び方向を示しており、矢印の無い線はＣＥＣ信号
が流れる経路を示している。ＣＥＣ信号は双方向に流れる。実際のＨＤＭＩケーブルでは
、これらの線は束ねられて１本のチューブに収まっており、外見は１本のケーブルである
。
【００４７】
　図６は、テレビ１のメニュー画面を示す図である。メニュー画面は、メモリ１０１に格
納されているメニュー画面情報１１１をマイコン１０３が利用することにより作成される
。
【００４８】
　図７は、テレビ１のリモコンＲ１の外観図である。このリモコンＲ１は、テレビ１を遠
隔操作するためのリモコンであって、メニューボタンＢ１、チャンネル切換ボタンＢ２、
音量調整ボタンＢ３、ミュート（消音）ボタンＢ４、モード切換ボタンＢ５等を備えてい
る。メニューボタンＢ１は、各種メニューをディスプレイ１０７に表示するためのボタン
である。チャンネル切換ボタンＢ２は、テレビ１のチャンネルを切り換えるためのボタン
である。音量調整ボタンＢ３は、テレビ１の内部スピーカ等から出力される音量を調整す
るためのボタンである。モード切換ボタンＢ５については後述する。
【００４９】
　（モードの定義）
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　テレビ１の内部スピーカ１０８から音が出力されており、アンプ２に接続されている外
部スピーカ３からの音出力がミュートされている状態を「テレビモード」と定義する。そ
れに対して、アンプ２に接続されている外部スピーカ３から音が出力されおり、テレビ１
の内部スピーカ１０８からの音出力がミュートされている状態を「シアターモード」と定
義する。音出力モードがテレビモードである場合、マイコン１０３によってモードフラグ
１１０に“０”が設定され、音出力モードがシアターモードである場合、マイコン１０３
によってモードフラグ１１０に“１”が設定される。
【００５０】
　なお、テレビ１の電源が入ったとき、テレビ１は、テレビモードで起動することが望ま
しいが、電源が切られる前のモードを保持しておき、保持したモードで起動してもよい。
【００５１】
　（放送番組視聴）
　まず、ユーザがテレビ１で受信中の放送番組をテレビモードで視聴するケースについて
説明する。
【００５２】
　テレビモードの場合、テレビ１では、チューナ１０５により受信された映像信号は、デ
ィスプレイ１０７に出力され、チューナ１０５により受信された音信号は、内部スピーカ
１０８及び外部出力部１０９に出力される。内部スピーカ１０８に入力された音信号は、
マイコン１０３によって内部スピーカ１０８から音として出力される。このとき、メモリ
１０１内のモードフラグ１１０にはテレビモードを示す値“０”がセットされている。ま
た、アンプ２は、電源オフ（スタンバイ）になっているか、スピーカ出力部２０６からの
出力音がマイコン２０２によってミュートされ、アンプ２に接続されている外部スピーカ
３からは音は出力されない。
【００５３】
　シアターモードの場合、テレビ１では、チューナ１０５により受信された映像信号は、
ディスプレイ１０７に出力され、チューナ１０５により受信された音信号は、外部出力部
１０９に出力される。内部スピーカ１０８からの出力音はマイコン１０３によってミュー
トされる。このとき、メモリ１０１内のモードフラグ１１０にはシアターモードを示す値
“１”がセットされている。また、アンプ２では、外部信号入力部２０５に入力したテレ
ビ１からの音信号がマイコン２０２によってスピーカ出力部２０６へ出力され、アンプ２
に接続されている外部スピーカ３から音が出力される。
【００５４】
　（放送番組視聴時のモードの切換）
　ユーザがテレビ１のリモコンのメニューボタンを押下すると、図６に示すメニューがマ
イコン１０３によって作成されてディスプレイ１０７に表示される。ＧＵＩボタンの「モ
ード切換」が選択されると、マイコン１０３はモードフラグ１１０を参照し、現在モード
フラグ１１０にセットされているモードと異なるモードへ切り換える。
【００５５】
　すなわち、モードフラグ１１０にセットされている値が“０”であって、音出力モード
がテレビモードであった場合、マイコン１０３は、モードフラグ１１０の値をシアターモ
ードの値“１”にセットし、内部スピーカ１０８からの出力音をミュートするようデコー
ダ１０６に指示する。これにより、デコーダ１０６は内部スピーカ１０８からの出力音を
ミュートする。外部出力部１０９には音信号が出力される。
【００５６】
　また、マイコン１０３は、ＨＤＭＩ／ＣＥＣ通信部１０４を介して、テレビ１の音出力
モードがテレビモードからシアターモードに変化したことを示すＣＥＣコマンドをアンプ
２へ通知する。アンプ２のＨＤＭＩ／ＣＥＣ通信部２０１がそのＣＥＣコマンドを受信す
ると、マイコン２０２は、外部信号入力部２０５に入力した音信号をスピーカ出力部２０
６へ出力するようセレクタ２０４に指示する。これにより、セレクタ２０４がスピーカ出
力部２０６のミュート状態を解除すると、テレビ１からの音信号に基づく音が外部スピー
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カ３から出力される。
【００５７】
　なお、アンプ２が電源オフ（スタンバイ）状態である場合を考慮して、テレビ１のマイ
コン１０３は、まず、起動を指示するＣＥＣコマンドをアンプ２に発行し、アンプ２の起
動が完了してから、上記のモード切換処理を行なうことが望ましい。
【００５８】
　他方、モードフラグ１１０にセットされている値が“１”であって、音出力モードがシ
アターモードであった場合、マイコン１０３は、モードフラグ１１０の値をテレビモード
の値“０”にセットし、内部スピーカ１０８のミュート状態を解除するようデコーダ１０
６に指示する。これにより、デコーダ１０６は内部スピーカ１０８のミュート状態を解除
する。
【００５９】
　また、マイコン１０３は、ＨＤＭＩ／ＣＥＣ通信部１０４を介して、テレビ１の音出力
モードがシアターモードからテレビモードに変化したことを示すＣＥＣコマンドをアンプ
２へ通知する。アンプ２のＨＤＭＩ／ＣＥＣ通信部２０１がそのＣＥＣコマンドを受信す
ると、マイコン２０２は、スピーカ出力部２０６からの出力音をミュートするようセレク
タ２０４に指示する。これにより、セレクタ２０４がスピーカ出力部２０６からの出力音
をミュートすると、テレビ１からの音信号に基づく音は外部スピーカ３からは出力されな
くなる。更にこの後、アンプ２を電源オフ（スタンバイ）状態にしてもよい。アンプ２の
電源を制御する技術については、実施の形態５において説明する。
【００６０】
　（再生コンテンツ視聴）
　次に、ユーザがプレーヤ４により再生されるコンテンツを視聴するケースについて説明
する。
【００６１】
　テレビモードの場合、プレーヤ４から出力された映像信号及び音信号は、アンプ２のＨ
ＤＭＩ／ＣＥＣ通信部２０３、セレクタ２０４、及びＨＤＭＩ／ＣＥＣ通信部２０１を通
過してテレビ１のＨＤＭＩ／ＣＥＣ通信部１０４に入力される。映像信号はデコーダ１０
６を介してディスプレイ１０７に出力され、音信号は内部スピーカ１０８及び外部出力部
１０９に出力される。このとき、メモリ１０１内のモードフラグ１１０にはテレビモード
を示す値“０”がセットされている。また、アンプ２は、電源オフ（スタンバイ）になっ
ているか、スピーカ出力部２０６からの出力音がミュートされ、アンプ２に接続されてい
る外部スピーカ３からは音は出力されない。
【００６２】
　シアターモードの場合、プレーヤ４から出力された映像信号及び音信号は、アンプ２の
ＨＤＭＩ／ＣＥＣ通信部２０３に入力される。映像信号は、セレクタ２０４、及びＨＤＭ
Ｉ／ＣＥＣ通信部２０１を介してテレビ１のＨＤＭＩ／ＣＥＣ通信部１０４に入力され、
デコーダ１０６を介してディスプレイ１０７に出力される。このとき、メモリ１０１内の
モードフラグ１１０にはシアターモードを示す値“１”がセットされている。音信号は、
アンプ２のセレクタ２０４を介してスピーカ出力部２０６に出力され、外部スピーカ３か
ら音が出力される。このとき、テレビ１の内部スピーカ１０８はミュート状態である。
【００６３】
　（再生コンテンツ視聴時のモードの切換）
　ユーザがテレビ１のリモコンのメニューボタンを押下すると、図６に示すメニューがマ
イコン１０３によって作成されてディスプレイ１０７に表示される。ＧＵＩボタンの「モ
ード切換」が選択されると、マイコン１０３はモードフラグ１１０を参照し、現在モード
フラグ１１０にセットされているモードと異なるモードへ切り換える。
【００６４】
　すなわち、モードフラグ１１０にセットされている値が“０”であって、音出力モード
がテレビモードであった場合、マイコン１０３は、モードフラグ１１０の値をシアターモ
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ードの値“１”にセットし、内部スピーカ１０８からの出力音をミュートするようデコー
ダ１０６に指示する。これにより、デコーダ１０６は内部スピーカ１０８からの出力音を
ミュートする。外部出力部１０９には音信号が出力される。
【００６５】
　また、マイコン１０３は、ＨＤＭＩ／ＣＥＣ通信部１０４を介して、テレビ１がシアタ
ーモードに変化したことを示すＣＥＣコマンドをアンプ２へ通知する。アンプ２のＨＤＭ
Ｉ／ＣＥＣ通信部２０１がそのＣＥＣコマンドを受信すると、マイコン２０２は、ＨＤＭ
Ｉ／ＣＥＣ通信部２０３に入力されている音信号をスピーカ出力部２０６へ出力するよう
セレクタ２０４に指示する。これにより、セレクタ２０４がスピーカ出力部２０６のミュ
ート状態を解除すると、外部スピーカ３からプレーヤ４からの音信号に基づく音が出力さ
れる。
【００６６】
　なお、アンプ２が電源オフ（スタンバイ）状態である場合を考慮して、テレビ１のマイ
コン１０３は、まず、起動を指示するＣＥＣコマンドをアンプ２に発行し、アンプ２の起
動が完了してから、上記のモード切換処理を行なうことが望ましい。
【００６７】
　他方、モードフラグ１１０にセットされている値が“１”であって、音出力モードがシ
アターモードであった場合、マイコン１０３は、モードフラグ１１０の値をテレビモード
の値“１”にセットし、内部スピーカ１０８のミュート状態を解除するようデコーダ１０
６に指示する。これにより、デコーダ１０６は内部スピーカ１０８のミュート状態を解除
する。
【００６８】
　また、マイコン１０３は、ＨＤＭＩ／ＣＥＣ通信部１０４を介して、テレビ１がテレビ
モードに変化したことを示すＣＥＣコマンドをアンプ２へ通知する。アンプ２のＨＤＭＩ
／ＣＥＣ通信部２０１がそのＣＥＣコマンドを受信すると、マイコン２０２は、スピーカ
出力部２０６からの出力音をミュートするようセレクタ２０４に指示する。これにより、
セレクタ２０４がスピーカ出力部２０６からの出力音をミュートすると、プレーヤ４から
の音信号は外部スピーカ３からは出力されなくなる。更にこの後、アンプ２を電源オフ（
スタンバイ）状態にしてもよい。
【００６９】
　なお、上記では、音出力モードの切換のためにテレビ１がアンプ２へ送るＣＥＣコマン
ドは、シアターモードになったことを示すコマンドと、テレビモードになったことを示す
コマンドとである。それらのうちの前者はアンプ２のスピーカのミュート状態を解除する
コマンドであって、後者はアンプ２のスピーカをミュート状態にするコマンドであっても
よい。
【００７０】
　また、音出力モードの切換のためのＧＵＩボタンは、トグル状態で表示されてもよい。
すなわち、モードフラグ１１０にセットされている値が“０”であって、音出力モードが
テレビモードである場合、「モード切換」（図６参照）の替わりに、ＧＵＩボタンとして
「シアターモードへ切換」等が表示されてもよい。また、モードフラグ１１０にセットさ
れている値が“１”であって、音出力モードがシアターモードである場合、「モード切換
」（図６参照）の替わりに、ＧＵＩボタンとして「テレビモードへ切換」等が表示されて
もよい。この場合、マイコン１０３は、「シアターモードへ切換」等が選択されると、モ
ードフラグ１１０の値をシアターモードの値“０”にセットし、「テレビモードへ切換」
等が選択されると、モードフラグ１１０の値をテレビモードの値“１”にセットする。
【００７１】
　また、上記では、ＧＵＩが利用されることにより音出力モードの切換が行なわれるが、
図７に示すように、テレビ１のリモコンＲ１にモード切換ボタンＢ５を設けておいて、ユ
ーザにモード切換ボタンＢ５を利用させて、音出力モードを切換えさせてもよい。これに
より、上記と同様の音出力モードの切換をより簡単な操作で実現することが可能となる。
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また、テレビ１のリモコンＲ１にモード切換ボタンＢ５を設けなくとも、既存のボタンに
同様の機能を割り当ててもよい。例えば、既存のミュートボタンＢ４を数秒間長押しした
場合は、そのミュートボタンＢ４をモード切換ボタンとして機能させ、既存のミュートボ
タンＢ４を通常の短押しした場合は、そのミュートボタンＢ４を従来通りミュートボタン
として機能させてもよい。
【００７２】
　さらに、上記では、テレビ１はテレビモードであるのかシアターモードであるのかをア
ンプ２に対して通知するが、テレビ１はその通知をプレーヤ４に対しても行なってもよい
。又は、アンプ２がテレビ１から受けたモード情報（テレビモードであるのかシアターモ
ードであるのかを示す情報）をプレーヤ４に対して通知してもよい。これにより、以下の
ような効果が得られる。
【００７３】
　すなわち、プレーヤ４は、出力可能な音信号として２ｃｈ音信号と５．１ｃｈ音信号と
の何れかを選択できる場合がある。この場合、プレーヤ４は、テレビモードのときは２ｃ
ｈ音声信号を出力し、シアターモードのときは５．１ｃｈ音声信号を出力するのが好まし
い。そこで、マイコン４０２は、テレビモードのときはデコーダ４０４によってデコード
された２ｃｈ音信号が出力され、シアターモードのときはデコーダ４０４によってデコー
ドされた５．１ｃｈ音信号が出力されるように、セレクタ４０３を制御する。プレーヤ４
では、ＨＤＭＩ／ＣＥＣ通信部４０１がテレビ１又はアンプ２からのモードを通知するＣ
ＥＣコマンドを受信し、マイコン４０２はそのＣＥＣコマンドを解釈することにより、通
知されたモードに対応する音信号がアンプ２に出力される。従来、ユーザがプレーヤ４の
性能を把握して、音を出力するスピーカが変わるたびに音出力信号を切り換えなければな
らなかったところが、上記構成により、テレビ１がモードを把握して通知することにより
、ユーザが操作することなく、プレーヤ４は音出力信号を適切に切り換えることが可能と
なり、ユーザにとって煩雑な操作が不要となるため、使い勝手が向上する。
【００７４】
　なお、このような機能は、プレーヤ４だけでなくテレビ１が備えていてもよい。すなわ
ち、テレビ１は、出力可能な音信号として２ｃｈ音信号と５．１ｃｈ音信号との何れかを
選択できる場合、テレビモードのときは２ｃｈ音声信号を出力し、シアターモードのとき
は５．１ｃｈ音声信号を出力するのが好ましい。
【００７５】
　（音量調節）
　次に音量調節について説明する。
【００７６】
　ユーザがテレビ１のリモコンの音量アップボタン又は音量ダウンボタンを押下すると、
リモコン受信部１０２は、押下されたボタンに対応するコマンドをテレビ１のリモコンか
ら受信する。マイコン１０３は、メモリ１０１内のモードフラグ１１０を参照し、モード
フラグ１１０にセットされている値が“０”であって、音出力モードがテレビモードであ
る場合、デコーダ１０６を介して内部スピーカ１０８の音量をアップ又はダウンする。
【００７７】
　他方、モードフラグ１１０にセットされている値が“１”であって、音出力モードがシ
アターモードである場合、マイコン１０３は、ＨＤＭＩ／ＣＥＣ通信部１０４を介して音
量をアップ又はダウンさせるためのＣＥＣコマンドをアンプ２へ送信する。
【００７８】
　アンプ２のＨＤＭＩ／ＣＥＣ通信部２０１がテレビ１からのＣＥＣコマンドを受信する
と、マイコン２０２は、セレクタ２０４を介してスピーカ出力部２０６からの出力音信号
の大きさを調節し、外部スピーカ３からの出力音の量をアップ又はダウンする。
【００７９】
　これにより、ユーザは、テレビモードであっても、シアターモードであっても、テレビ
１に対して全く同じ操作を行なうだけで出力音の量を調節することが可能となる。よって
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、従来のように、モードに応じてユーザが操作対象機器を選択する必要が無く、ユーザの
操作性は向上する。
【００８０】
　図８は、実施の形態１において音量調節中であることを示す表示例を示す図である。
【００８１】
　上記音量調節の操作時、テレビ１のディスプレイ１０７は、音量調節中であることを示
す情報を表示してもよい。例えば、図８（Ａ）に示すように、ディスプレイ１０７は、テ
レビ１の内部スピーカ１０８又はアンプ２のスピーカ出力部２０６が出力している音量の
レベルを、数値やグラフを用いて示してもよい。更に、ディスプレイ１０７は、テレビ１
の音量レベルとアンプ２の音量レベルとを異なる色で表現してもよい。更に、ディスプレ
イ１０７は、例えば「アンプ」又は「テレビ」と表示することによって、どちらの音量レ
ベルが表示されているのかを明示してもよい。これにより、ユーザは、どちらの音量レベ
ルが表示されているのかを容易に識別することができる。
【００８２】
　なお、アンプ２の音量レベルをテレビ１が表示するためには、アンプ２のマイコン２０
２は、ＨＤＭＩ／ＣＥＣ通信部２０１を介してアンプ２の音量レベルをＣＥＣコマンドで
テレビ１へ送信すればよい。テレビ１では、ＨＤＭＩ／ＣＥＣ通信部１０４がそのコマン
ドを受信し、マイコン１０３が図示しないＧＵＩ生成部に音量レベルを特定する画像を描
画させ、ディスプレイ１０７にその画像をオーバーレイして表示させる。
【００８３】
　また、音量調節時において、音量アップ中は図８（Ｂ）に示すように表示され、音量ダ
ウン中は図８（Ｃ）に示すように表示されてもよい。この場合、音量がアップしているか
ダウンしているかを示す情報だけが表示され、音量レベルは表示されない。これにより、
アンプ２がテレビ１へＣＥＣコマンドで音量レベルを都度送信する必要がなくなるため、
マイコン２０２及びマイコン１０３の処理負荷が低減される。
【００８４】
　（機能拡張された機器への置き換え）
　図９は、機能が拡張されたアンプ２Ａの構成を示すブロック図である。アンプ２Ａには
、図４におけるアンプ２に拡張機能として外部制御機能が付加されている。すなわち、ア
ンプ２Ａは、ＨＤＭＩ／ＣＥＣ通信部２０１と、マイコン２０２と、ＨＤＭＩ／ＣＥＣ通
信部２０３と、セレクタ２０４と、外部信号入力部２０５と、スピーカ出力部２０６と、
外部制御部２０７とで構成されている。
【００８５】
　マイコン２０２は、ＨＤＭＩ／ＣＥＣ通信部２０１又はＨＤＭＩ／ＣＥＣ通信部２０３
により受信されたＣＥＣコマンドに応じた処理を行なう。例えば、マイコン２０２は、セ
レクタ２０４の入出力切換や外部制御部２０７の制御を行なう。セレクタ２０４は、ＨＤ
ＭＩ／ＣＥＣ通信部２０３に入力された映像信号及び音信号や、外部信号入力部２０５に
入力された音信号を、マイコン２０２の指示に応じて、ＨＤＭＩ／ＣＥＣ通信部２０１又
はスピーカ出力部２０６に出力する。外部制御部２０７は、マイコン２０２の指示に応じ
て、アンプ２Ａに接続された外部機器５を制御する。
【００８６】
　本実施の形態では、外部機器５は照明装置である。アンプ２Ａは、照明装置（外部機器
５）を制御することにより、テレビ１が設置されている部屋の照明を調節する。
【００８７】
　アンプ２ＡのＨＤＭＩ／ＣＥＣ通信部２０１は、音出力モードがテレビモードとシアタ
ーモードとのどちらであるのかを示すモード情報をテレビ１から受信する。
【００８８】
　音出力モードがシアターモードである場合、マイコン２０２は、照明装置をライトダウ
ンするよう外部制御部２０７に指示する。また、音出力モードがテレビモードである場合
、マイコン２０２は、照明装置をライトアップするよう外部制御部２０７に指示する。こ



(18) JP 5179186 B2 2013.4.10

10

20

30

40

50

れにより、外部制御部２０７は、シアターモードの場合は部屋の照明を暗くし、テレビモ
ードの場合は部屋の照明を明るくする。
【００８９】
　その結果、照明の制御機能を持たないアンプ２を、照明の制御機能を持つアンプ２Ａに
置き換えたとしても、テレビ１が通知する情報（モード情報）を何ら変更することなく（
すなわち、テレビの買い替えや、テレビのソフトウェアの更新を行なうことなく）、その
モード情報に応じて照明装置（外部機器５）を制御することができる。
【００９０】
　なお、本実施の形態では、外部機器５が照明装置である場合を例示したが、外部機器５
はカーテンの開閉機器や空調機器であってもよい。この場合、外部制御部２０７はモード
情報に応じて外部機器５の動作（カーテンの開閉動作や空調動作）を制御する。
【００９１】
　このように、ユーザは、アンプ２から、外部機器５の動作を制御する機能を有するアン
プ２Ａに買い替えた場合であっても、テレビ１を買い替えることなく、アンプ２Ａの新規
な機能を利用することができる。
【００９２】
　また、上述した実施の形態では、図６に示すメニューの「モード切換」をユーザが選択
する毎に、テレビモードからシアターモードへ、又はシアターモードからテレビモードへ
モードが切り換わる。しかしながら、ユーザが図６に示すメニューの「番組表」を選択し
、更に特定の番組を選択した場合、シアターモードが選択されてもよい。特定の番組は、
個別に決められてもよいし、映画や音楽等の特定の種類の番組であってもよい。この場合
、上記特定の番組以外の番組（例えば、ニュース番組）をユーザが選択した場合、テレビ
モードが選択される。
【００９３】
　（入力切換）
　次に、図３から図６を用いて、ユーザがテレビ１で受信中の放送番組とプレーヤ４から
再生されるコンテンツとを切り換えて視聴するケースについて説明する。
【００９４】
　テレビ１において、デコーダ１０６に入力される信号を切り換えることを「入力切換」
と呼ぶ。すなわち、図３の構成においては、チューナ１０５が受信した放送番組がデコー
ダ１０６へ入力されてディスプレイ１０７に表示されている状態から、ＨＤＭＩ／ＣＥＣ
通信部１０４へ入力された映像信号がデコーダ１０６へ入力されてディスプレイ１０７に
表示される状態へ切り換わること、又は、その逆を「入力切換」と呼ぶ。
【００９５】
　ユーザがシアターモードで放送番組を視聴している場合、チューナ１０５が受信した放
送番組の映像信号は、デコーダ１０６を介してディスプレイ１０７へ入力されている。ま
た、この場合、上記放送番組の音信号は、デコーダ１０６を介して外部出力部１０９から
アンプ２の外部信号入力部２０５へ入力され、セレクタ２０４を介してスピーカ出力部２
０６より外部スピーカ３へ出力されている。このとき、映像供給源（以下、「ソース」と
いう）はテレビ１である。
【００９６】
　この状態において、ユーザが図６におけるテレビのメニュー画面で「プレーヤ再生」を
選択すると、マイコン１０３は、ＨＤＭＩ／ＣＥＣ通信部１０４を介して、再生開始を指
示するＣＥＣコマンドをプレーヤ４に発行する。プレーヤ４は、このＣＥＣコマンドを受
信してコンテンツの再生を開始すると共に、プレーヤ４がソースとなったことを示すＣＥ
ＣコマンドをＨＤＭＩケーブルで接続された各機器へ通知する。又は、ユーザがプレーヤ
４本体の再生ボタンやプレーヤ４のリモコンを用いて指示することにより、プレーヤ４が
コンテンツの再生を開始した場合や、ユーザがプレーヤ４にディスクを挿入することによ
り、プレーヤ４がコンテンツの再生を開始した場合にも、プレーヤ４は、プレーヤ４がソ
ースとなったことを示すＣＥＣコマンドをＨＤＭＩケーブルで接続された各機器へ通知す
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る。
【００９７】
　アンプ２のマイコン２０２は、このＣＥＣコマンドを受信することで、ソースがテレビ
１からプレーヤ４に切り換えられたことを検出する。そして、マイコン２０２は、セレク
タ２０４を切り換えて、プレーヤ４のＨＤＭＩ／ＣＥＣ通信部４０１からＨＤＭＩ／ＣＥ
Ｃ通信部２０３に入力された音信号をスピーカ出力部２０６へ出力させる。また、マイコ
ン２０２は、セレクタ２０４を切り換えて、プレーヤ４のＨＤＭＩ／ＣＥＣ通信部４０１
からＨＤＭＩ／ＣＥＣ通信部２０３に入力された映像信号をテレビ１へ出力させる。
【００９８】
　同様に、テレビ１のマイコン１０３は、プレーヤ４がソースになったことを示すＣＥＣ
コマンドを受信することで、ソースがプレーヤ４に切り換えられたことを検出する。そし
て、マイコン１０３は、プレーヤ４からの信号が入力されるＨＤＭＩ／ＣＥＣ通信部１０
４が受信した映像信号をデコーダ１０６へ出力させる。これにより、プレーヤ４からの映
像信号に基づく映像がディスプレイ１０７に表示される。
【００９９】
　逆に、プレーヤ４がソースである場合において、ユーザがリモコンでテレビ１のチャン
ネル切り換えをするなどして放送番組を選択したとき、テレビ１のマイコン１０３は、チ
ューナ１０５によって受信された映像信号をデコーダ１０６へ出力させ、放送番組をディ
スプレイ１０７に表示させるよう切り換える。それと共に、マイコン１０３は、テレビ１
がソースになったことを示すＣＥＣコマンドを、ＨＤＭＩケーブルで接続された各機器へ
送信する。
【０１００】
　アンプ２のマイコン２０２は、このＣＥＣコマンドを受信することで、ソースがテレビ
１に切り換えられたことを検出する。そして、マイコン２０２は、セレクタ２０４を切り
換えて、テレビ１の外部出力部１０９から外部信号入力部２０５に入力された音信号をス
ピーカ出力部２０６へ出力させる。
【０１０１】
　プレーヤ４は、テレビ１からのＣＥＣコマンドを受信することで、プレーヤ４がソース
でなくなったことを検知することが可能であるので、必要に応じて再生を停止してもよい
。もちろん、再生を継続しても構わない。
【０１０２】
　以上のように、アンプ２は、ＣＥＣコマンドの通知に応じてソース機器を判断すること
で、プレーヤ４からのＨＤＭＩケーブルによる入力とテレビ１からの光ケーブルによる入
力とを選択的に切り換える機能を備える。これにより、ソースに応じた音信号を外部スピ
ーカ３へ出力することが可能となる。
【０１０３】
　ユーザがテレビモードで視聴している場合においても、同様に、プレーヤ４又はテレビ
１は、自身がソースとなったことを示すＣＥＣコマンドを各機器へ通知する。これにより
、ソースに応じた映像信号及び音信号の入力切換を行なうことが可能となる。すなわち、
テレビ１のチューナ１０５によって受信された放送番組を視聴しているユーザがプレーヤ
４にコンテンツを再生させると、プレーヤ４は、プレーヤ４がソースになったことを示す
ＣＥＣコマンドを各機器へ通知する。テレビ１のマイコン１０３は、この通知を受信する
ことで、デコーダ１０６への入力をＨＤＭＩ／ＣＥＣ通信部１０４からの信号に切り換え
る。逆に、プレーヤ４で再生中のコンテンツを視聴しているユーザがテレビ１のチューナ
１０５によって受信された放送番組を選択すると、テレビ１は、テレビ１がソースになっ
たことを示すＣＥＣコマンドを各機器に通知する。これにより、プレーヤ４は、自身がソ
ースでなくなったことを検知し、再生を停止するなどの適切な処理を行なうことができる
。
【０１０４】
　（電源連動）
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　以上では、機器がテレビモード又はシアターモードであることを示すＣＥＣコマンドや
ソースであることを示すＣＥＣコマンドを通知することで、通知を受けた機器が適切な動
作を行なうことを説明した。通知する内容は他の状態を示すものでもよい。例えば、機器
が電源オフ（スタンバイ状態）になった際に、ＣＥＣコマンドによって「スタンバイ状態
」を通知してもよい。その場合、以下のような動作が可能である。
【０１０５】
　すなわち、アンプ２が「スタンバイ状態」を各機器に通知した場合、テレビ１はこの通
知を受けてテレビモードへ移行するものとする。これにより、シアターモードで視聴中の
ユーザがアンプ２の本体の電源ボタン等を押下することによってアンプ２をスタンバイ状
態にすると、シアターモードからテレビモードに切り換わり、テレビ１の内部スピーカ１
０８から音が出力される。そのため、ユーザは、わざわざ入力切換操作を行なわなくても
、視聴を継続できる。
【０１０６】
　また、テレビ１が「スタンバイ状態」を各機器に通知した場合、アンプ２及びプレーヤ
４も電源オフ（スタンバイ）する。これにより、ユーザが機器ごとに電源を切る手間を省
くことが可能となる。ただし、プレーヤ４が音楽再生中の場合など、テレビ１が使用され
ずにアンプ２とプレーヤ４とだけが使用される状況もある。そのため、プレーヤ４がコン
テンツを再生している場合等、電源オフすることができない場合は、テレビ１から「スタ
ンバイ状態」を通知されても、アンプ２及びプレーヤ４は電源オフ（スタンバイ）しない
ようにしてもよい。
【０１０７】
　さらに、プレーヤ４が「スタンバイ状態」を各機器に通知した場合、この通知を受けた
テレビ１のマイコン１０３は、デコーダ１０６へ入力する信号を、ＨＤＭＩ／ＣＥＣ通信
部１０４からの信号からチューナ１０５からの信号に切り換える。これにより、テレビ１
がソースになるため、テレビ１は、テレビ１がソースになったことを示すＣＥＣコマンド
を各機器に通知する。これにより、上述のように、この通知を受けたアンプ２は、適切に
音信号の入力を切り換えることが可能となる。又は、プレーヤ４がコンテンツ再生してい
る場合においてその再生が停止されたとき、プレーヤ４が「再生停止」を各機器に通知す
れば、前記と同様、テレビ１が入力切換を行なうことも可能である。
【０１０８】
　また逆に、プレーヤ４がコンテンツの再生を開始した際に、プレーヤ４が「再生開始」
を各機器に通知すれば、テレビ１が自動的に起動するようにすることも可能である。
【０１０９】
　（実施の形態２）
　（セットトップボックスの利用例１）
　次に、セットトップボックスを利用した形態について説明する。
【０１１０】
　ユーザがケーブルテレビを利用する場合、ケーブルテレビ放送を受信するためのセット
トップボックスが用いられる。実施の形態２におけるセットトップボックスは、ＨＤＭＩ
ケーブルへのＨＤＭＩ出力部と、光ケーブルへの光出力部とを備える。ＨＤＭＩ出力部か
らは映像信号と２ｃｈ音信号とを出力可能である。光出力部からは５．１ｃｈ音信号を出
力可能である。また、セットトップボックスには専用のリモコンが付属している。ユーザ
は、このリモコンを用いて、チャンネル切り換え、メニュー表示、及びメニュー操作をす
ることができる。このリモコンにはテレビの音量調整ボタンが付いている。ユーザは、セ
ットトップボックスのリモコンを用いてテレビの音量調整をすることができる。
【０１１１】
　図１０は、セットトップボックスを含む実施の形態２のシステムの構成を示す図である
。
【０１１２】
　アンプ２とセットトップボックス６とは、ＨＤＭＩケーブルＡで接続されており、セッ
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トトップボックス６により再生された映像信号及び音信号は、アンプ２へ入力される。テ
レビ１とアンプ２ともＨＤＭＩケーブルＡで接続されており、アンプ２から出力される映
像信号及び音信号はテレビ１へ入力される。アンプ２とセットトップボックス６とは、光
ケーブルＢでも接続されており、セットトップボックス６から出力された音信号はアンプ
２へ入力される。なお、本実施の形態２におけるシステムの外観図は、実施の形態１（図
１）と同様であるため、ここでは詳しい説明を省略する。
【０１１３】
　テレビ１、アンプ２、及びセットトップボックス６は、ＨＤＭＩケーブルのＣＥＣ線を
介して、相互にＣＥＣコマンドを通信することができる。
【０１１４】
　テレビ１の構成は図３に示した通りであり、アンプ２の構成は図４に示した通りである
。
【０１１５】
　図１１は、セットトップボックス６の構成を示すブロック図である。セットトップボッ
クス６は、メモリ６０１と、リモコン受信部６０２と、マイコン６０３と、ＨＤＭＩ／Ｃ
ＥＣ通信部６０４と、チューナ６０５と、デコーダ６０６と、外部出力部６０９とで構成
されている。メモリ６０１には、モードフラグ６１０と、メニュー画面情報６１１とが格
納されている。
【０１１６】
　リモコン受信部６０２がセットトップボックス６のリモコン（図示せず）からコマンド
を受信すると、マイコン６０３は、受信されたコマンドに応じた処理を行なう。例えば、
マイコン６０３は、チューナ６０５による選局の切換や、デコーダ６０６からのデータの
出力の切換を行なう。デコーダ６０６は、チューナ６０５から入力された映像信号や音信
号を、マイコン６０３の指示に応じて、ＨＤＭＩ／ＣＥＣ通信部６０４や外部出力部６０
９へ出力する。
【０１１７】
　なお、セットトップボックス６は本発明の映像音出力装置の一例である。また、メモリ
６０１は本発明の映像音出力装置の保持手段の一例であり、リモコン受信部６０２は本発
明の映像音出力装置の受付手段の一例である。マイコン６０３は本発明の映像音出力装置
の管理手段の一例であり、ＨＤＭＩ／ＣＥＣ通信部６０４は本発明の映像音出力装置の出
力手段の一例である。
【０１１８】
　また、図９に示すセットトップボックス６のＨＤＭＩ／ＣＥＣ通信部６０４は、図４に
示すアンプ２のＨＤＭＩ／ＣＥＣ通信部２０３とＨＤＭＩケーブルで接続されている。ま
た、図１０に示す外部スピーカ３は、図４に示すアンプ２のスピーカ出力部２０６とスピ
ーカケーブルで接続されている。また、図４に示すアンプ２のＨＤＭＩ／ＣＥＣ通信部２
０１は、図３に示すテレビ１のＨＤＭＩ／ＣＥＣ通信部１０４とＨＤＭＩケーブルで接続
されている。更に、図４に示すアンプ２の外部信号入力部２０５は、図１１に示すセット
トップボックス６の外部出力部６０９と光ケーブルで接続されている。
【０１１９】
　なお、図３、図４、及び図１１においては、理解を容易にするため、ＨＤＭＩケーブル
での接続部分を矢印付きの線と矢印の無い線との２本の線であらわしている。矢印付きの
線は映像信号及び音信号を含む信号が流れる経路及び方向を示しており、矢印の無い線は
ＣＥＣ信号が流れる経路を示している。ＣＥＣ信号は双方向に流れる。実際のＨＤＭＩケ
ーブルでは、これらの線は束ねられて１本のチューブに収まっており、外見は１本のケー
ブルである。
【０１２０】
　図１２は、セットトップボックス６のメニュー画面を示す図である。メニュー画面は、
メモリ６０１に格納されているメニュー画面情報６１１をマイコン６０３が利用すること
により作成される。作成されたメニュー画面は、ＨＤＭＩ／ＣＥＣ通信部６０４より出力



(22) JP 5179186 B2 2013.4.10

10

20

30

40

50

され、ＨＤＭＩケーブルを介してテレビ１へ入力され、ディスプレイ１０７に表示される
。ユーザは、この画面を見ながらセットトップボックス６へ向けてセットトップボックス
６のリモコンボタンを操作することによりメニューを操作できる。
【０１２１】
　（セットトップボックスを利用した放送番組視聴１）
　ユーザがセットトップボックス６で受信中の放送番組をテレビモードで視聴するケース
について説明する。
【０１２２】
　テレビモードの場合、セットトップボックス６では、チューナ６０５により受信された
映像信号は、デコーダ６０６を介してＨＤＭＩ／ＣＥＣ通信部６０４より出力され、チュ
ーナ６０５により受信された音信号はデコーダ６０６に入力され、２ｃｈ音信号がＨＤＭ
Ｉ／ＣＥＣ通信部６０４より出力される。５．１ｃｈ音信号が外部出力部６０９より出力
されてもよい。
【０１２３】
　このとき、メモリ６０１内のモードフラグ６１０にはテレビモードを示す値“０”がセ
ットされている。また、アンプ２は、電源オフ（スタンバイ）になっているか、スピーカ
出力部２０６からの出力音がマイコン２０２によってミュートされ、アンプ２に接続され
ている外部スピーカ３からは音は出力されない。さらに、テレビ１のメモリ１０１内のモ
ードフラグ１１０にもテレビモードを示す値“０”がセットされている。
【０１２４】
　セットトップボックス６のＨＤＭＩ／ＣＥＣ通信部６０４から出力された映像信号及び
音信号は、アンプ２を介してテレビ１のＨＤＭＩ／ＣＥＣ通信部１０４に入力され、デコ
ーダ１０６によってデコードされる。これにより、ディスプレイ１０７が映像を表示し、
内部スピーカ１０８が音を出力する。
【０１２５】
　シアターモードの場合、セットトップボックス６では、チューナ６０５により受信され
た映像信号は、デコーダ６０６を介してＨＤＭＩ／ＣＥＣ通信部６０４より出力され、チ
ューナ６０５により受信された音信号はデコーダ６０６に入力され、５．１ｃｈ音信号が
外部出力部６０９より出力される。２ｃｈ音信号がＨＤＭＩ／ＣＥＣ通信部６０４より出
力されてもよい。
【０１２６】
　このとき、メモリ６０１内のモードフラグ６１０にはシアターモードを示す値“１”が
セットされている。また、アンプ２では、外部信号入力部２０５に入力したセットトップ
ボックス６からの音信号がマイコン２０２によってスピーカ出力部２０６へ出力され、ア
ンプ２に接続されている外部スピーカ３から音が出力される。さらに、テレビ１の内部ス
ピーカ１０８からの出力音はマイコン１０３によってミュートされる。このとき、メモリ
１０１内のモードフラグ１１０にはシアターモードを示す値“１”がセットされている。
【０１２７】
　セットトップボックス６のＨＤＭＩ／ＣＥＣ通信部６０４から出力された映像信号及び
音信号は、アンプ２を介してテレビ１のＨＤＭＩ／ＣＥＣ通信部１０４に入力され、デコ
ーダ１０６によってデコードされる。これにより、ディスプレイ１０７が映像を表示する
が、ミュートされているため内部スピーカ１０８からは音は出力されない。
【０１２８】
　通常、テレビ１のチューナ１０５が受信可能な放送信号はケーブルテレビの放送信号に
含まれているため、図１０に示すシステムでは、チューナ１０５は使用されない。従って
、テレビ１はアンプ２へ音信号を出力する必要が無いため、外部出力部１０９には何も接
続されない。テレビ１は常にＨＤＭＩ入力を表示するため、デコーダ１０６への入力信号
は常にＨＤＭＩ／ＣＥＣ通信部１０４からの信号である。
【０１２９】
　（セットトップボックスを利用した放送番組視聴時のモードの切換１）
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　ユーザがセットトップボックス６のリモコンのメニューボタンを押下すると、図１２に
示すメニューがマイコン６０３によって作成されてＨＤＭＩケーブルを経由してテレビ１
のディスプレイ１０７に表示される。ＧＵＩボタンの「モード切換」が選択されると、マ
イコン６０３はモードフラグ６１０を参照し、現在モードフラグ６１０にセットされてい
るモードと異なるモードへ切り換える。
【０１３０】
　すなわち、モードフラグ６１０にセットされている値が“０”であって、音出力モード
がテレビモードであった場合、マイコン６０３は、モードフラグ６１０の値をシアターモ
ードの値“１”にセットし、外部出力部６０９へ音信号を出力していない場合は５．１ｃ
ｈ音信号を外部出力部６０９へ出力する。マイコン６０３は、ＨＤＭＩ／ＣＥＣ通信部６
０４への２ｃｈ音信号の出力を停止してもよい。
【０１３１】
　また、マイコン６０３は、ＨＤＭＩ／ＣＥＣ通信部６０４を介して、セットトップボッ
クス６の音出力モードがシアターモードであることを示すＣＥＣコマンドを各機器へ通知
する。この通知を受けたテレビ１は、モードフラグ１１０の値をシアターモードの値“１
”にセットし、内部スピーカ１０８からの出力音をミュートするようデコーダ１０６に指
示する。これにより、デコーダ１０６は内部スピーカ１０８からの出力音をミュートする
。アンプ２のＨＤＭＩ／ＣＥＣ通信部２０１がそのＣＥＣコマンドを受信すると、マイコ
ン２０２は、外部信号入力部２０５に入力した音信号をスピーカ出力部２０６へ出力する
ようセレクタ２０４に指示する。これにより、セレクタ２０４はスピーカ出力部２０６の
ミュート状態を解除し、セットトップボックス６からの音信号に基づく音が外部スピーカ
３から出力される。
【０１３２】
　なお、アンプ２が電源オフ（スタンバイ）状態である場合を考慮して、セットトップボ
ックス６のマイコン６０３は、まず、起動を指示するＣＥＣコマンドをアンプ２に発行し
、アンプ２の起動が完了してから、上記のモード切換処理を行なうことが望ましい。
【０１３３】
　他方、モードフラグ６１０にセットされている値が“１”であって、音出力モードがシ
アターモードであった場合、マイコン６０３は、モードフラグ６１０の値をテレビモード
の値“０”にセットし、ＨＤＭＩ／ＣＥＣ通信部６０４へ音信号を出力していない場合は
２ｃｈ音信号をＨＤＭＩ／ＣＥＣ通信部６０４へ出力する。マイコン６０３は、外部出力
部６０９からの音信号出力を停止してもよい。
【０１３４】
　また、マイコン６０３は、ＨＤＭＩ／ＣＥＣ通信部６０４を介して、セットトップボッ
クス６の音出力モードがテレビモードであることを示すＣＥＣコマンドを各機器へ通知す
る。この通知を受けたテレビ１のマイコン１０３は、内部スピーカ１０８のミュート状態
を解除するようデコーダ１０６に指示する。これにより、デコーダ１０６は内部スピーカ
１０８のミュート状態を解除する。アンプ２のＨＤＭＩ／ＣＥＣ通信部２０１がそのＣＥ
Ｃコマンドを受信すると、マイコン２０２は、スピーカ出力部２０６からの出力音をミュ
ートするようセレクタ２０４に指示する。これにより、セレクタ２０４はスピーカ出力部
２０６からの出力音をミュートし、セットトップボックス６からの音信号に基づく音は外
部スピーカ３からは出力されなくなる。更にこの後、アンプ２を電源オフ（スタンバイ）
状態にしてもよい。
【０１３５】
　以上のように、ＣＥＣコマンドによるモードの通知を受け、各機器がモードに合わせて
適切に動作することにより、ユーザは、テレビ１、アンプ２、及びセットトップボックス
６をリモコン１つの操作で連携動作させることが可能となり、使い勝手が向上する。
【０１３６】
　なお、ここでは、セットトップボックス６側のモードフラグ６１０の値が変更されるだ
けでなくテレビ１側のモードフラグ１１０の値も同様に変更されることとしているが、本
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発明はこれに限定されるものではない。すなわち、セットトップボックス６側のモードフ
ラグ６１０かテレビ１側のモードフラグ１１０のいずれか一方の値しか変更されない場合
でも、モードが切り換わった際、モードを管理している機器が他の機器に対してモードが
切り換わった旨を通知するようにすれば、同様の効果を得ることができる。ただし、セッ
トトップボックス６側のモードフラグ６１０の値が変更されるだけでなくテレビ１側のモ
ードフラグ１１０の値も同様に変更されるようにしておけば、全機器が電源オフとなった
後にテレビ１だけが電源オンとなった場合でも、電源オフ時のモードでテレビ１を動作さ
せることができるという効果がある。
【０１３７】
　なお、セットトップボックス６のリモコンの音量調節ボタンはテレビ１に対して有効に
働く。よって、セットトップボックス６のリモコンにより、テレビ１のリモコンを用いた
場合と同様に、テレビモードではテレビ１の内部スピーカ１０８の音量を調節し、シアタ
ーモードではアンプ２に接続された外部スピーカ３の音量を調節することが可能である。
【０１３８】
　（実施の形態３）
　（セットトップボックスの利用例２）
　セットトップボックスを利用した別の形態について説明する。なお、実施の形態２と同
様の部分については詳しい説明を省略する。
【０１３９】
　実施の形態３におけるテレビは、ＨＤＭＩケーブルの入力端子を２つ備えている。また
、実施の形態３におけるセットトップボックスは、ＨＤＭＩケーブルへのＨＤＭＩ出力部
と、光ケーブルへの光出力部とを備える。また、セットトップボックスには専用のリモコ
ンが付属している。ユーザは、このリモコンを用いて、チャンネル切り換え、メニュー表
示、及びメニュー操作をすることができる。このリモコンにはテレビの音量調整ボタンが
付いている。ユーザは、セットトップボックスのリモコンを用いてテレビの音量調整をす
ることができる。
【０１４０】
　図１３は、セットトップボックスを含む実施の形態３のシステムの構成を示す図である
。
【０１４１】
　テレビ７が備える２つのＨＤＭＩ入力端子のうち、１つはセットトップボックス６に接
続され、セットトップボックス６から出力される映像信号及び音信号はテレビ７へ入力さ
れる。テレビ７の他方のＨＤＭＩ入力端子はアンプ２に接続されている。
【０１４２】
　アンプ２とセットトップボックス６とは、光ケーブルＢで接続されており、セットトッ
プボックス６はアンプ２へ音信号を出力可能である。
【０１４３】
　テレビ７、アンプ２、及びセットトップボックス６は、ＨＤＭＩケーブルＡのＣＥＣ線
を介して、相互にＣＥＣコマンドを通信することができる。
【０１４４】
　図１４は、テレビ７の構成を示すブロック図である。テレビ７は、メモリ７０１と、リ
モコン受信部７０２と、マイコン７０３と、ＨＤＭＩ／ＣＥＣ通信部７２１と、ＨＤＭＩ
／ＣＥＣ通信部７２２と、チューナ７０５と、デコーダ７０６と、ディスプレイ７０７と
、内部スピーカ７０８と、外部出力部７０９とで構成されている。メモリ７０１には、モ
ードフラグ７１０と、メニュー画面情報７１１とが格納されている。
【０１４５】
　リモコン受信部７０２がテレビ７のリモコン（図示せず）からコマンドを受信すると、
マイコン７０３は、受信されたコマンドに応じた処理を行なう。例えば、マイコン７０３
は、チューナ７０５による選局の切換や、デコーダ７０６へのデータの入力及びデコーダ
７０６からのデータの出力の切換を行なう。デコーダ７０６は、マイコン７０３の指示に
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応じて、チューナ７０５、ＨＤＭＩ／ＣＥＣ通信部７２１、又は、ＨＤＭＩ／ＣＥＣ通信
部７２２から入力された映像信号をディスプレイ７０７へ出力し、チューナ７０５、ＨＤ
ＭＩ／ＣＥＣ通信部７２１、又は、ＨＤＭＩ／ＣＥＣ通信部７２２から入力された音信号
を内部スピーカ７０８又は外部出力部７０９へ出力する。
【０１４６】
　上記では、一般的なテレビの構成要素としてチューナ７０５、外部出力部７０９及びメ
ニュー画面情報７１１を記載したが、実施の形態３におけるテレビは、これらの要素が含
まれていないテレビであっても構わない。
【０１４７】
　アンプ２の構成は図４に示した通りであり、セットトップボックス６の構成は図１１に
示した通りである。
【０１４８】
　図９に示すセットトップボックス６のＨＤＭＩ／ＣＥＣ通信部６０４は、図１４に示す
テレビ７のＨＤＭＩ／ＣＥＣ通信部７２１とＨＤＭＩケーブルＡで接続されている。また
、図１１に示す外部出力部６０９は、図４に示すアンプ２の外部信号入力部２０５と光ケ
ーブルＢで接続されている。また、図４に示すアンプ２のＨＤＭＩ／ＣＥＣ通信部２０１
は、図１４に示すテレビ７のＨＤＭＩ／ＣＥＣ通信部７２２とＨＤＭＩケーブルＡで接続
されている。また、図１３に示す外部スピーカ３は、図４に示すアンプ２のスピーカ出力
部２０６とスピーカケーブルで接続されている。
【０１４９】
　なお、図４、図１１、及び図１４においては、理解を容易にするため、ＨＤＭＩケーブ
ルでの接続部分を矢印付きの線と矢印の無い線との２本の線であらわしている。矢印付き
の線は映像信号及び音信号を含む信号が流れる経路及び方向を示しており、矢印の無い線
はＣＥＣ信号が流れる経路を示している。ＣＥＣ信号は双方向に流れる。実際のＨＤＭＩ
ケーブルでは、これらの線は束ねられて１本のチューブに収まっており、外見は１本のケ
ーブルである。
【０１５０】
　セットトップボックス６のメニュー画面は図１２に示した通りである。
【０１５１】
　（セットトップボックスを利用した放送番組視聴２）
　ユーザがセットトップボックス６で受信中の放送番組をテレビモードで視聴するケース
について説明する。
【０１５２】
　テレビモードの場合、セットトップボックス６では、チューナ６０５により受信された
映像信号は、デコーダ６０６を介してＨＤＭＩ／ＣＥＣ通信部６０４より出力され、チュ
ーナ６０５により受信された音信号は、デコーダ６０６を介してＨＤＭＩ／ＣＥＣ通信部
６０４より出力される。音信号は外部出力部６０９より出力されてもよい。
【０１５３】
　このとき、メモリ６０１内のモードフラグ６１０にはテレビモードを示す値“０”がセ
ットされている。また、アンプ２は、電源オフ（スタンバイ）になっているか、スピーカ
出力部２０６からの出力音がマイコン２０２によってミュートされ、アンプ２に接続され
ている外部スピーカ３からは音は出力されない。さらに、テレビ７のメモリ７０１内のモ
ードフラグ７１０にもテレビモードを示す値“０”がセットされている。
【０１５４】
　セットトップボックス６のＨＤＭＩ／ＣＥＣ通信部６０４から出力された映像信号及び
音信号は、テレビ７のＨＤＭＩ／ＣＥＣ通信部７２１に入力され、デコーダ７０６によっ
てデコードされる。これにより、ディスプレイ７０７が映像を表示し、内部スピーカ７０
８が音を出力する。
【０１５５】
　シアターモードの場合、セットトップボックス６では、チューナ６０５により受信され
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た映像信号は、デコーダ６０６を介してＨＤＭＩ／ＣＥＣ通信部６０４より出力され、チ
ューナ６０５により受信された音信号は、デコーダ６０６を介し外部出力部６０９より出
力される。音信号はＨＤＭＩ／ＣＥＣ通信部６０４より出力されてもよい。
【０１５６】
　このとき、メモリ６０１内のモードフラグ６１０にはシアターモードを示す値“１”が
セットされている。また、アンプ２では、外部信号入力部２０５に入力したセットトップ
ボックス６からの音信号がマイコン２０２によってスピーカ出力部２０６へ出力され、ア
ンプ２に接続されている外部スピーカ３から音が出力される。さらに、テレビ７の内部ス
ピーカ７０８からの出力音はマイコン７０３によってミュートされる。このとき、メモリ
７０１内のモードフラグ７１０にはシアターモードを示す値“１”がセットされている。
【０１５７】
　セットトップボックス６のＨＤＭＩ／ＣＥＣ通信部６０４から出力された映像信号及び
音信号は、テレビ７のＨＤＭＩ／ＣＥＣ通信部７２１に入力され、デコーダ７０６によっ
てデコードされる。これにより、ディスプレイ７０７が映像を表示するが、ミュートされ
ているため内部スピーカ７０８からは音は出力されない。
【０１５８】
　通常、テレビ７のチューナ７０５が受信可能な放送信号はケーブルテレビの放送信号に
含まれているため、図１３に示すシステムでは、チューナ７０５は使用されない。従って
、テレビ７はアンプ２へ音信号を出力する必要が無いため、外部出力部７０９には何も接
続されない。テレビ７は常にＨＤＭＩ入力を表示するため、デコーダ７０６への入力信号
は常にＨＤＭＩ／ＣＥＣ通信部７２１からの信号である。
【０１５９】
　（セットトップボックスを利用した放送番組視聴時のモードの切換２）
　ユーザがセットトップボックス６のリモコンのメニューボタンを押下すると、図１２に
示すメニューがマイコン６０３によって作成されてＨＤＭＩケーブルを経由してテレビ７
のディスプレイ７０７に表示される。ＧＵＩボタンの「モード切換」が選択されると、マ
イコン６０３はモードフラグ６１０を参照し、現在モードフラグ６１０にセットされてい
るモードと異なるモードへ切り換える。
【０１６０】
　すなわち、モードフラグ６１０にセットされている値が“０”であって、音出力モード
がテレビモードであった場合、マイコン６０３は、モードフラグ６１０の値をシアターモ
ードの値“１”にセットし、外部出力部６０９へ音信号を出力していない場合は音信号を
外部出力部６０９へ出力する。マイコン６０３は、ＨＤＭＩ／ＣＥＣ通信部６０４への音
信号の出力を停止してもよい。
【０１６１】
　また、マイコン６０３は、ＨＤＭＩ／ＣＥＣ通信部６０４を介して、セットトップボッ
クス６の音出力モードがシアターモードであることを示すＣＥＣコマンドを各機器へ通知
する。この通知を受けたテレビ７のマイコン７０３は、モードフラグ７１０の値をシアタ
ーモードの値“１”にセットし、内部スピーカ７０８からの出力音をミュートするようデ
コーダ７０６に指示する。これにより、デコーダ７０６は内部スピーカ７０８からの出力
音をミュートする。アンプ２のＨＤＭＩ／ＣＥＣ通信部２０１がそのＣＥＣコマンドを受
信すると、マイコン２０２は、外部信号入力部２０５に入力した音信号をスピーカ出力部
２０６へ出力するようセレクタ２０４に指示する。これにより、セレクタ２０４はスピー
カ出力部２０６のミュート状態を解除し、セットトップボックス６からの音信号に基づく
音が外部スピーカ３から出力される。
【０１６２】
　なお、アンプ２が電源オフ（スタンバイ）状態である場合を考慮して、セットトップボ
ックス６のマイコン６０３は、まず、起動を指示するＣＥＣコマンドをアンプ２に発行し
、アンプ２の起動が完了してから、上記のモード切換処理を行なうことが望ましい。
【０１６３】
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　他方、モードフラグ６１０にセットされている値が“１”であって、音出力モードがシ
アターモードであった場合、マイコン６０３は、モードフラグ６１０の値をテレビモード
の値“０”にセットし、ＨＤＭＩ／ＣＥＣ通信部６０４へ音信号を出力していない場合は
ＨＤＭＩ／ＣＥＣ通信部６０４へ音信号を出力する。マイコン６０３は、外部出力部６０
９からの音信号出力を停止してもよい。
【０１６４】
　また、マイコン６０３は、ＨＤＭＩ／ＣＥＣ通信部６０４を介して、セットトップボッ
クス６の音出力モードがテレビモードであることを示すＣＥＣコマンドを各機器へ通知す
る。この通知を受けたテレビ７のマイコン７０３は、内部スピーカ７０８のミュート状態
を解除するようデコーダ７０６に指示する。これにより、デコーダ７０６は内部スピーカ
７０８のミュート状態を解除する。アンプ２のＨＤＭＩ／ＣＥＣ通信部２０１がそのＣＥ
Ｃコマンドを受信すると、マイコン２０２は、スピーカ出力部２０６からの出力音をミュ
ートするようセレクタ２０４に指示する。これにより、セレクタ２０４はスピーカ出力部
２０６からの出力音をミュートし、セットトップボックス６からの音信号に基づく音は外
部スピーカ３からは出力されなくなる。更にこの後、アンプ２を電源オフ（スタンバイ）
状態にしてもよい。
【０１６５】
　以上のように、ＣＥＣコマンドによるモードの通知を受け、各機器がモードに合わせて
適切に動作することにより、ユーザは、テレビ７、アンプ２、及びセットトップボックス
６をリモコン１つの操作で連携動作させることが可能となり、使い勝手が向上する。
【０１６６】
　なお、セットトップボックス６のリモコンの音量調節ボタンはテレビ７に対して有効に
働く。よって、セットトップボックス６のリモコンにより、テレビ７のリモコンを用いた
場合と同様に、テレビモードではテレビ７の内部スピーカ７０８の音量を調節し、シアタ
ーモードではアンプ２に接続された外部スピーカ３の音量を調節することが可能である。
【０１６７】
　また、上記では、入出力信号を選択可能な機器（いわゆるスイッチャ）としてアンプ２
を用いているが、アンプ２は、再生機能とスイッチャ機能とを兼ね備えた機器であっても
よい。すなわち、実施の形態１において、アンプ２とプレーヤ４とは一体化されていても
よい。また、実施の形態２及び実施の形態３において、アンプ２は再生機能を備えた機器
であってもよい。
【０１６８】
　（実施の形態４）
　ところで、特許文献１に開示されている技術によると、ユーザは、ＡＶアンプの電源ス
イッチをオン状態とオフ状態との間で切り換えることにより、テレビに内蔵されているス
ピーカ（内部スピーカ）から音を出力させることと、テレビ外部のスピーカ（外部スピー
カ）から音を出力させることとを切り換えることができる。
【０１６９】
　しかしながら、ユーザは、ＡＶアンプの電源スイッチをオン状態にしたまま、ＡＶアン
プのリモコン、又はＡＶアンプ本体を操作するだけで、内部スピーカから音を出力させる
ことと、外部スピーカから音を出力させることとを切り換えたいと考える場合がある。
【０１７０】
　本実施の形態４では、ＡＶアンプの電源の状態にかかわらず、内部スピーカから音を出
力させることと、外部スピーカから音を出力させることとを切り換える技術について説明
する。本実施の形態４におけるシステムの構成は、前記実施の形態１と同様である。すな
わち、本実施の形態４におけるテレビ１の構成は図３に示す通りであり、本実施の形態４
におけるアンプ２の構成は図４に示す通りであり、本実施の形態４におけるプレーヤ４の
構成は図５に示す通りである。
【０１７１】
　図１５は、実施の形態４におけるアンプ２のリモコンＲ２の外観を示す図である。アン
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プ２のリモコンＲ２とは、アンプ２を遠隔操作するためのリモコンであって、以下「アン
プ用リモコンＲ２」という場合がある。
【０１７２】
　図１５に示すように、アンプ用リモコンＲ２は、アンプ２を遠隔操作するためのボタン
を有している。すなわち、アンプ用リモコンＲ２は、電源ボタン３０１と、アンプ２に接
続されている機器を切り換えるためのＣＤ切換ボタン３０２と、ＤＶＤ切換ボタン３０３
と、ビデオ切換ボタン３０４と、音量を調整するための音量ボタン３０５と、消音及び消
音解除するための消音ボタン３０６と、アンプ２に接続されている外部スピーカ３から出
力する音の設定を行なうためのレベルボタン３０７と、エフェクトボタン３０８と、モー
ド切換ボタン３１０とを有している。ユーザは、モード切換ボタン３１０を押下すること
によって、テレビモードとシアターモードとを切り換えることができる。
【０１７３】
　以下、テレビ１と、アンプ２と、外部スピーカ３と、プレーヤ４とで構成されるシステ
ムにおいて、メモリ１０１に格納されているモードフラグ１１０をテレビモードからシア
ターモードへ切り換える際の処理の流れを説明する。
【０１７４】
　メモリ１０１に格納されているモードフラグ１１０がテレビモードを示す場合、マイコ
ン１０３は、チューナ１０５により受信された映像信号をディスプレイ１０７に出力し、
チューナ１０５により受信された音信号を内部スピーカ１０８及び外部出力部１０９に出
力する。よって、テレビ１の内部スピーカ１０８からは音が出力される。
【０１７５】
　また、アンプ２は、テレビ１の外部出力部１０９と接続されている外部信号入力部２０
５から入力されてスピーカ出力部２０６に出力される音信号を消している。よって、アン
プ２に接続されている外部スピーカ３からは音は出力されない。
【０１７６】
　このような状態で、ユーザが、アンプ用リモコンＲ２を用いて、図１５に示すモード切
換ボタン３１０を押下すると、アンプ用リモコンＲ２は、メモリ１０１に格納されている
モードフラグ１１０の内容を切り換えることを要求する信号をテレビ１に送信する。テレ
ビ１のリモコン受信部１０２は、アンプ用リモコンＲ２から出力された信号を受信する。
テレビ１のマイコン１０３は、受信された信号を解析し、メモリ１０１に記録されている
モードフラグ１１０を変更する。すなわち、マイコン１０３は、メモリ１０１に記録され
ているモードフラグ１１０をテレビモードからシアターモードへ変更する。
【０１７７】
　次に、マイコン１０３は、内部スピーカ１０８からの音を消すことをデコーダ１０６に
指示する。デコーダ１０６は、内部スピーカ１０８からの音を消すことをマイコン１０３
から指示されると、内部スピーカ１０８からの音を消す。よって、テレビ１の内部スピー
カ１０８からは音は出力されなくなる。
【０１７８】
　また、マイコン１０３は、ＨＤＭＩ／ＣＥＣ通信部１０４を介して、テレビ１のメモリ
１０１に記録されているモードフラグ１１０がテレビモードからシアターモードに変更さ
れたことを示すＣＥＣコマンドをアンプ２へ送信する。
【０１７９】
　アンプ２のＨＤＭＩ／ＣＥＣ通信部２０１がテレビ１のＨＤＭＩ／ＣＥＣ通信部１０４
からＣＥＣコマンドを受信すると、マイコン２０２は、ＨＤＭＩ／ＣＥＣ通信部２０１に
より受信されたＣＥＣコマンドを解析する。このＣＥＣコマンドは、テレビ１のメモリ１
０１に記録されているモードフラグ１１０がテレビモードからシアターモードに変更され
たことを示すコマンドである。よって、マイコン２０２は、外部信号入力部２０５から入
力されている音信号をスピーカ出力部２０６へ出力するようにセレクタ２０４に指示する
。
【０１８０】
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　セレクタ２０４は、外部信号入力部２０５から入力されている音信号をスピーカ出力部
２０６へ出力することをマイコン２０２から指示されると、スピーカ出力部２０６へ音信
号を出力する。よって、外部スピーカ３から音が出力されるようになる。
【０１８１】
　次に、テレビ１と、アンプ２と、外部スピーカ３と、プレーヤ４とで構成されるシステ
ムにおいて、メモリ１０１に格納されているモードフラグ１１０をシアターモードからテ
レビモードへ切り換える際の処理の流れを説明する。
【０１８２】
　メモリ１０１に格納されているモードフラグ１１０がシアターモードを示す場合、マイ
コン１０３は、チューナ１０５により受信された映像信号をディスプレイ１０７に出力し
、チューナ１０５により受信された音信号を内部スピーカ１０８には出力せず、外部出力
部１０９に出力する。よって、テレビ１の内部スピーカ１０８からは音は出力されない。
【０１８３】
　また、アンプ２は、テレビ１の外部出力部１０９と接続されている外部信号入力部２０
５から入力されてスピーカ出力部２０６に出力される音信号を出力する。よって、アンプ
２に接続されている外部スピーカ３から音が出力される。
【０１８４】
　このような状態で、ユーザが、アンプ用リモコンＲ２を用いて、図１５に示すモード切
換ボタン３１０を押下すると、アンプ用リモコンＲ２は、メモリ１０１に格納されている
モードフラグ１１０の内容を切り換えることを要求する信号をテレビ１に送信する。テレ
ビ１のリモコン受信部１０２は、アンプ用リモコンＲ２から出力された信号を受信する。
テレビ１のマイコン１０３は、受信された信号を解析し、メモリ１０１に記録されている
モードフラグ１１０を変更する。すなわち、マイコン１０３は、メモリ１０１に記録され
ているモードフラグ１１０をシアターモードからテレビモードへ変更する。
【０１８５】
　次に、マイコン１０３は、音を出力していない内部スピーカ１０８から音を出力させる
ことをデコーダ１０６に指示する。デコーダ１０６は、内部スピーカ１０８から音を出力
させることをマイコン１０３から指示されると、内部スピーカ１０８から音を出力させる
。よって、テレビ１の内部スピーカ１０８から音が出力されるようになる。
【０１８６】
　また、マイコン１０３は、ＨＤＭＩ／ＣＥＣ通信部１０４を介して、テレビ１のメモリ
１０１に記録されているモードフラグ１１０がテレビモードからシアターモードに変更さ
れたことを示すＣＥＣコマンドをアンプ２へ送信する。
【０１８７】
　アンプ２のＨＤＭＩ／ＣＥＣ通信部２０１がテレビ１のＨＤＭＩ／ＣＥＣ通信部１０４
からＣＥＣコマンドを受信すると、マイコン２０２は、ＨＤＭＩ／ＣＥＣ通信部２０１に
より受信されたＣＥＣコマンドを解析する。このＣＥＣコマンドは、テレビ１のメモリ１
０１に記録されているモードフラグ１１０がシアターモードからテレビモードに変更され
たことを示すコマンドである。よって、マイコン２０２は、外部信号入力部２０５から入
力されている音信号をスピーカ出力部２０６へ出力しないようにセレクタ２０４に指示す
る。
【０１８８】
　セレクタ２０４は、外部信号入力部２０５から入力されている音信号をスピーカ出力部
２０６へ出力しないことをマイコン２０２から指示されると、スピーカ出力部２０６へ音
信号を出力しない。よって、外部スピーカ３から音が出力されないようになる。
【０１８９】
　なお、ここでは、テレビ１に格納されているモードフラグ１１０を変更することができ
るモード切換ボタン３１０をアンプ用リモコンＲ２に設けているが、アンプ２の本体にモ
ード切換ボタン３１０の機能と同等の機能を有するボタンを設けて、ユーザにそのボタン
を操作させてもよい。同様に、プレーヤ４の本体にモード切換ボタン３１０の機能と同等
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の機能を有するボタンを設けて、ユーザにそのボタンを操作させてもよい。
【０１９０】
　以上のように、本実施の形態４によれば、映像音出力装置外部のスピーカである外部ス
ピーカを制御する外部スピーカ制御装置の電源の状態にかかわらず、内部スピーカから音
を出力させることと、外部スピーカから音を出力させることとを切り換える映像音出力装
置及び外部スピーカ制御装置を提供することができる。
【０１９１】
　また、本実施の形態４によれば、ユーザは、外部スピーカ制御装置の電源を操作するこ
となく、内部スピーカから音を出力させることと、外部スピーカから音を出力させること
とを切り換えることができる。すなわち、音の出力状態の切換操作を簡易化し、ユーザの
使い勝手を向上させることができる。
【０１９２】
（実施の形態５）
　本実施の形態５では、アンプ２の電源を自動的にオン／オフする技術について説明する
。
【０１９３】
　既に説明したように、テレビモードの場合は、テレビ１の内部スピーカ１０８から音が
出力され、アンプ２に接続されている外部スピーカ３からは音は出力されない。この場合
、アンプ２は使用されないので、アンプ２の電源がオンになったままでは無駄に電力を消
費することになる。そこで、本実施の形態５では、シアターモードからテレビモードに切
り換わると、アンプ２の電源を自動的にオフするようにしている。
【０１９４】
　図１６は、実施の形態５におけるテレビとアンプの動作を示すフローチャートである。
【０１９５】
　以下、実施の形態１と異なる点を中心に説明する。
【０１９６】
　まず、ユーザがテレビ１のリモコンのメニューボタンを押下すると、図６に示されるよ
うに、「モード切換」「プレーヤ再生」等のＧＵＩボタンからなるメニューがディスプレ
イ１０７に表示される（Ｓ１１）。これにより、ユーザがＧＵＩボタンの「モード切換」
を選択すると、テレビ１のマイコン１０３によってモードが切り換えられる（Ｓ１２）。
ここでは、シアターモードからテレビモードにモードが切り換えられたものと仮定する。
【０１９７】
　この場合、テレビ１のマイコン１０３は、シアターモードであることを示す値“１”か
ら、テレビモードであることを示す値“０”にモードフラグ１１０の値を変更する（Ｓ１
３）。また、テレビ１のマイコン１０３は、ＨＤＭＩ／ＣＥＣ通信部１０４を介して、電
源をオフすることを示すＣＥＣコマンドをアンプ２へ通知する（Ｓ１４）。このＣＥＣコ
マンドがアンプ２のＨＤＭＩ／ＣＥＣ通信部２０１によって受信されると、アンプ２のマ
イコン２０２（本発明に係る電源制御手段）は、アンプ２を電源オフ（スタンバイ）状態
にする（Ｓ１５）。
【０１９８】
　以上のように、本実施の形態５によれば、シアターモードからテレビモードに切り換わ
ったときにアンプ２の電源が自動的にオフとなるので、無駄な電力が消費されず、経済的
なシステムを提供することが可能となる。また、アンプ２は、アンプ２の電源を制御する
ためのＣＥＣコマンドを解釈することができればよく、それ以上の特別な機能を備えてい
なくてもよいというメリットもある。
【０１９９】
　図１７は、実施の形態５におけるテレビとアンプの動作を示すフローチャートである。
【０２００】
　図１７におけるＳ２１からＳ２３は、図１６におけるＳ１１からＳ１３と同じである。
すなわち、ユーザがテレビ１のリモコンのメニューボタンを押下すると、図６に示される
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ように、「モード切換」「プレーヤ再生」等のＧＵＩボタンからなるメニューがディスプ
レイ１０７に表示される（Ｓ２１）。これにより、ユーザがＧＵＩボタンの「モード切換
」を選択すると、テレビ１のマイコン１０３によってモードが切り換えられる（Ｓ２２）
。ここでは、シアターモードからテレビモードにモードが切り換えられたものと仮定する
。この場合、テレビ１のマイコン１０３は、シアターモードであることを示す値“１”か
ら、テレビモードであることを示す値“０”にモードフラグ１１０の値を変更する（Ｓ２
３）。
【０２０１】
　ここで、テレビ１のマイコン１０３は、ＨＤＭＩ／ＣＥＣ通信部１０４を介して、シア
ターモードからテレビモードにモードが変化したことを示すＣＥＣコマンドをアンプ２へ
通知する（Ｓ２４）。シアターモードからテレビモードにモードが変化したことを示す方
法は特に限定されるものではない。ここでは、変化後のモードフラグ１１０の値がＣＥＣ
コマンドに含まれているものと仮定する。
【０２０２】
　このＣＥＣコマンドがアンプ２のＨＤＭＩ／ＣＥＣ通信部２０１によって受信されると
、アンプ２のマイコン２０２は、ＣＥＣコマンドに含まれるモードフラグ１１０の値が“
０”であるか否かを判定する（Ｓ２５）。そして、モードフラグ１１０の値が“０”であ
る場合は、シアターモードからテレビモードに変化したことになるので、アンプ２を電源
オフ（スタンバイ）状態にする（Ｓ２６）。
【０２０３】
　以上のように、本実施の形態５によれば、シアターモードからテレビモードに切り換わ
ったときにアンプ２の電源が自動的にオフとなるので、無駄な電力が消費されず、経済的
なシステムを提供することが可能となる。また、テレビ１は、モードフラグ１１０の値を
アンプ２に通知する機能だけ備えていればよく、アンプ２の電源を制御する特別な機能を
備えていなくてもよいというメリットもある。
【０２０４】
　ところで、シアターモードの場合は、テレビ１の内部スピーカ１０８からは音が出力さ
れず、アンプ２に接続されている外部スピーカ３から音が出力される。すなわち、アンプ
２が使用されることになるので、アンプ２の電源がオンになっている必要がある。そこで
、本実施の形態５では、テレビモードからシアターモードに切り換わると、アンプ２の電
源を自動的にオンするようにしている。
【０２０５】
　図１８は、実施の形態５におけるテレビとアンプの動作を示すフローチャートである。
【０２０６】
　まず、ユーザがテレビ１のリモコンのメニューボタンを押下すると、図６に示されるよ
うに、「モード切換」「プレーヤ再生」等のＧＵＩボタンからなるメニューがディスプレ
イ１０７に表示される（Ｓ３１）。これにより、ユーザがＧＵＩボタンの「モード切換」
を選択すると、テレビ１のマイコン１０３によってモードが切り換えられる（Ｓ３２）。
ここでは、テレビモードからシアターモードにモードが切り換えられたものと仮定する。
【０２０７】
　この場合、テレビ１のマイコン１０３は、テレビモードであることを示す値“０”から
、シアターモードであることを示す値“１”にモードフラグ１１０の値を変更する（Ｓ３
３）。また、テレビ１のマイコン１０３は、ＨＤＭＩ／ＣＥＣ通信部１０４を介して、電
源をオンすることを示すＣＥＣコマンドをアンプ２へ通知する（Ｓ３４）。このＣＥＣコ
マンドがアンプ２のＨＤＭＩ／ＣＥＣ通信部２０１によって受信されると、アンプ２のマ
イコン２０２は、アンプ２を電源オン状態にする（Ｓ３５）。
【０２０８】
　以上のように、本実施の形態５によれば、テレビモードからシアターモードに切り換わ
ったときにアンプ２の電源が自動的にオンとなるので、無駄な電力が消費されず、経済的
なシステムを提供することが可能となる。また、アンプ２は、アンプ２の電源を制御する
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ためのＣＥＣコマンドを解釈することができればよく、それ以上の特別な機能を備えてい
なくてもよいというメリットもある。
【０２０９】
　図１９は、実施の形態５におけるテレビとアンプの動作を示すフローチャートである。
【０２１０】
　図１９におけるＳ４１からＳ４３は、図１８におけるＳ３１からＳ３３と同じである。
すなわち、ユーザがテレビ１のリモコンのメニューボタンを押下すると、図６に示される
ように、「モード切換」「プレーヤ再生」等のＧＵＩボタンからなるメニューがディスプ
レイ１０７に表示される（Ｓ４１）。これにより、ユーザがＧＵＩボタンの「モード切換
」を選択すると、テレビ１のマイコン１０３によってモードが切り換えられる（Ｓ４２）
。ここでは、テレビモードからシアターモードにモードが切り換えられたものと仮定する
。この場合、テレビ１のマイコン１０３は、テレビモードであることを示す値“０”から
、シアターモードであることを示す値“１”にモードフラグ１１０の値を変更する（Ｓ４
３）。
【０２１１】
　ここで、テレビ１のマイコン１０３は、ＨＤＭＩ／ＣＥＣ通信部１０４を介して、テレ
ビモードからシアターモードにモードが変化したことを示すＣＥＣコマンドをアンプ２へ
通知する（Ｓ４４）。テレビモードからシアターモードにモードが変化したことを示す方
法は特に限定されるものではない。ここでは、変化後のモードフラグ１１０の値がＣＥＣ
コマンドに含まれているものと仮定する。
【０２１２】
　このＣＥＣコマンドがアンプ２のＨＤＭＩ／ＣＥＣ通信部２０１によって受信されると
、アンプ２のマイコン２０２は、ＣＥＣコマンドに含まれるモードフラグ１１０の値が“
１”であるか否かを判定する（Ｓ４５）。そして、モードフラグ１１０の値が“１”であ
る場合は、テレビモードからシアターモードに変化したことになるので、アンプ２を電源
オン状態にする（Ｓ４６）。
【０２１３】
　以上のように、本実施の形態５によれば、テレビモードからシアターモードに切り換わ
ったときにアンプ２の電源が自動的にオンとなるので、無駄な電力が消費されず、経済的
なシステムを提供することが可能となる。また、テレビ１は、モードフラグ１１０の値を
アンプ２に通知する機能だけ備えていればよく、アンプ２の電源を制御する特別な機能を
備えていなくてもよいというメリットもある。
【０２１４】
　なお、テレビ１のマイコン１０３は、モード切換処理を行なった後、電源をオンするこ
とを示すＣＥＣコマンドをアンプ２に通知することとしているが（図１８のＳ３３→Ｓ３
４、図１９のＳ４３→Ｓ４４）、本発明はこれに限定されるものではない。すなわち、ア
ンプ２が電源オフ（スタンバイ）状態である場合を考慮して、テレビ１のマイコン１０３
は、まず、電源をオンすることを示すＣＥＣコマンドをアンプ２に通知し、アンプ２の起
動が完了してから、モード切換処理（図１８のＳ３３、図１９のＳ４３）を行なうことが
望ましい。以下、このモード切換処理を行なうタイミングについて更に詳しく説明する。
【０２１５】
　図２０は、テレビがアンプの電源をオンする手順を示すフローチャートである。
【０２１６】
　まず、電源状態を問い合わせるためのＣＥＣコマンドをテレビ１がアンプ２に通知する
と（Ｓ５１）、このＣＥＣコマンドを受けたアンプ２は、スタンバイ状態であることをテ
レビ１に返答する（Ｓ５２）。次いで、電源をオンすることを示すＣＥＣコマンドをテレ
ビ１がアンプ２に通知すると（Ｓ５３）、このＣＥＣコマンドを受けたアンプ２は、マイ
コン２０２を起動させる。次いで、電源状態を問い合わせるためのＣＥＣコマンドをテレ
ビ１がアンプ２に通知すると（Ｓ５４）、このＣＥＣコマンドを受けたアンプ２は、スタ
ンバイ状態からオン状態遷移中であることをテレビ１に返答する（Ｓ５５）。
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【０２１７】
　以降、同様の問い合わせ処理が繰り返される。そして、アンプ２本体の電源がオンとな
った後、電源状態を問い合わせるためのＣＥＣコマンドをテレビ１がアンプ２に通知する
と（Ｓ５６）、このＣＥＣコマンドを受けたアンプ２は、オン状態であることをテレビ１
に返答する（Ｓ５７）。この返答を受けたテレビ１は、モード切換処理（図１８のＳ３３
、図１９のＳ４３）を行なう。
【０２１８】
　アンプ２の起動が完了する前にテレビ１の内部スピーカ１０８をミュートすると、内部
スピーカ１０８からも外部スピーカ３からも音が出力されないという不具合が生じる。本
発明によれば、前記したように、アンプ２がオン状態になったことを確認してからモード
切換処理を行なうので、このような不具合は生じない。
【産業上の利用可能性】
【０２１９】
　本発明の映像音出力装置はテレビやセットトップボックス等として有用である。本発明
の外部スピーカ制御装置はＡＶアンプ等として有用である。本発明の音信号出力装置は、
レコーダやプレーヤ等として有用である。
【図面の簡単な説明】
【０２２０】
【図１】図１は、実施の形態１におけるシステムの外観図である。
【図２】図２は、実施の形態１におけるシステムの構成を示す図である。
【図３】図３は、実施の形態１におけるテレビの構成を示すブロック図である。
【図４】図４は、実施の形態１におけるアンプの構成を示すブロック図である。
【図５】図５は、実施の形態１におけるプレーヤの構成を示すブロック図である。
【図６】図６は、実施の形態１におけるメニュー画面を示す図である。
【図７】図７は、実施の形態１におけるテレビのリモコンの外観図である。
【図８】図８は、実施の形態１において音量調節中であることを示す表示例を示す図であ
る。
【図９】図９は、実施の形態１における機能が拡張されたアンプの構成を示すブロック図
である。
【図１０】図１０は、実施の形態２におけるセットトップボックスを含むシステムの構成
を示す図である。
【図１１】図１１は、実施の形態２におけるセットトップボックスの構成を示すブロック
図である。
【図１２】図１２は、実施の形態２におけるセットトップボックスのメニュー画面を示す
図である。
【図１３】図１３は、実施の形態３におけるセットトップボックスを含むシステムの構成
を示す図である。
【図１４】図１４は、実施の形態３におけるテレビの構成を示すブロック図である。
【図１５】図１５は、実施の形態４におけるアンプのリモコンの外観を示す図である。
【図１６】図１６は、実施の形態５におけるテレビとアンプの動作を示すフローチャート
である。
【図１７】図１７は、実施の形態５におけるテレビとアンプの動作を示すフローチャート
である。
【図１８】図１８は、実施の形態５におけるテレビとアンプの動作を示すフローチャート
である。
【図１９】図１９は、実施の形態５におけるテレビとアンプの動作を示すフローチャート
である。
【図２０】図２０は、実施の形態５におけるテレビがアンプの電源をオンする手順を示す
フローチャートである。
【符号の説明】
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【０２２１】
　１　テレビ
　２　アンプ
　３　外部スピーカ
　４　プレーヤ
　５　外部機器
　６　セットトップボックス
　７　テレビ
　１０１　メモリ
　１０２　リモコン受信部
　１０３　マイコン
　１０４　ＨＤＭＩ／ＣＥＣ通信部
　１０５　チューナ
　１０６　デコーダ
　１０７　ディスプレイ
　１０８　内部スピーカ
　１０９　外部出力部
　１１０　モードフラグ
　２０１　ＨＤＭＩ／ＣＥＣ通信部
　２０２　マイコン
　２０３　ＨＤＭＩ／ＣＥＣ通信部
　２０４　セレクタ
　２０５　外部信号入力部
　２０６　スピーカ出力部
　３０１　アンプ用リモコンの電源ボタン
　３０２　アンプ用リモコンのＣＤ切換ボタン
　３０３　アンプ用リモコンのＤＶＤ切換ボタン
　３０４　アンプ用リモコンのビデオ切換ボタン
　３０５　アンプ用リモコンの音量ボタン
　３０６　アンプ用リモコンの消音ボタン
　３０７　アンプ用リモコンのレベルボタン
　３０８　アンプ用リモコンのエフェクトボタン
　３１０　アンプ用リモコンのモード切換ボタン
　６０１　メモリ
　６０２　リモコン受信部
　６０３　マイコン
　６０４　ＨＤＭＩ／ＣＥＣ通信部
　６０５　チューナ
　６０６　デコーダ
　６０９　外部出力部
　６１０　モードフラグ
　６１１　メニュー画面情報
　７０１　メモリ
　７０２　リモコン受信部
　７０３　マイコン
　７２１　ＨＤＭＩ／ＣＥＣ通信部
　７２２　ＨＤＭＩ／ＣＥＣ通信部
　７０５　チューナ
　７０６　デコーダ
　７０７　ディスプレイ
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　７０８　内部スピーカ
　７０９　外部出力部
　７１０　モードフラグ
　７１１　メニュー画面情報

【図１】 【図２】



(36) JP 5179186 B2 2013.4.10

【図３】 【図４】

【図５】

【図６】

【図７】
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【図８】 【図９】

【図１０】 【図１１】

【図１２】
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【図１３】 【図１４】

【図１５】 【図１６】
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【図１７】 【図１８】

【図１９】 【図２０】
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